
第４次旭川市食育推進計画

（案）

令和５年（2023年） 月

旭 川 市

資料２



はじめに

令和５年（2023 年） 月

旭川市長 今 津 寛 介



目 次

第１章 計画策定の趣旨等

１ 計画策定の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
２ 計画の位置付け ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２
３ 計画の期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

第２章 旭川市における現状と課題

１ 「食」の大切さについての理解と実践 ・・・・・・・・・・・・・・・ ５
２ 安全・安心な食の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
３ 地産地消を生かした食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
４ 関係者が連携した食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

第３章 食育推進の方向性

１ 食育の目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23
２ 計画の体系 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24
３ 食育推進の基本的な方向性と基本施策 ・・・・・・・・・・・・・・・ 25
４ 計画の指標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28

第４章 食育推進の取組

１ 食育の推進に向けて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31
（１）関係者の役割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31
（２）計画の進行管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34
２ 具体的な取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35
（１）「食」の大切さについての理解と実践 ・・・・・・・・・・・・・・ 35
（２）環境に配慮した食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39
（３）安全・安心な食の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40
（４）地産地消を生かした食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42
（５）関係者が連携した食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44



資料編

１ 計画策定経過等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45
２ 第３次旭川市食育推進計画における目標値の達成状況（12 項目） ・・ 47
３ 令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査結果 ・・・・・・・・ 49
４ 令和３年度旭川市栄養調査結果（抜粋） ・・・・・・・・・・・・・ 60
５ 食育基本法の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63
６ 第４次食育推進基本計画の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64
７ 旭川市食育推進会議条例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67
８ 旭川市食育推進会議委員名簿，食育推進関係部局会議構成員名簿・・・・ 69
９ 用語説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71

注）調査結果については，小数点第 2位を四捨五入し，小数点第１位まで表示している
ため，回答率の合計が 100.0%にならない場合があります。

＜コラム＞

① 栄養バランスの良い食事 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

② 食中毒の原因を「つけない」「ふやさない」「やっつける」 ・・ 16

③ 違いがわかる期限のハナシ～”消費”と”賞味”～ ・・・・・ 17

④ 野菜の産地 あさひかわ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

⑤ 朝ごはんのすすめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30

⑥ 減塩について考えてみませんか ・・・・・・・・・・・・・・ 34

⑦ HACCPに沿った衛生管理について ・・・・・・・・・・・ 40
ハ サ ッ プ

⑧ 食物アレルギーについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41

⑨ 日本の主食「米」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43

⑩ 食育ピクトグラムを知っていますか ・・・・・・・・・・・・ 44

＜事例紹介＞

① 旭川市食生活改善推進員の活動 ・・・・・・・・・・・・・ 17

② 郷土の旬を味わう日 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21

③ 旭川市食品ロス削減ポータルサイト ・・・・・・・・・・・ 39



- 1 -

食は命の源であり，私たち人間が生きていくためには欠かせないものです。
また，健全な食生活を日々実践し，おいしく楽しく食べることは，人に生きる喜びや楽

しみを与えるとともに，健康で心豊かな暮らしの実現に大きく寄与します。

国は食育を，『生きる上での基本であって，知育，徳育及び体育の基礎となるべきもの』
と位置付け，様々な経験を通じて，「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し，
健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育の推進が求められるとして，平
成 17 年に食育基本法を制定するとともに，食育推進基本計画を策定し，国民が生涯にわ
たって健全な心身を培い，豊かな人間性を育むことができるようにするため，幅広い分野
において食育の施策を推進しています。

本市では，教育や保育，保健医療，農業，食品関連産業等の関係機関，消費者団体，食
育に関係するボランティア団体，行政など，様々な関係者が連携を深め，市民一人一人が
生きる上での「食」の大切さを理解し，自ら健全な食生活を実践することができるよう，
平成 19 年に「旭川市食育推進計画」を策定し，以降５年ごとに計画を見直すとともに，
15年以上にわたり関係機関と連携しながら市民の食育推進に取り組んできました。
その結果，自身に適した食事量などを理解している割合や家族との共食の機会の増加

など一定の成果が得られています。また，この間，栄養成分表示が義務化されるなど食育
を実践するための環境づくりが進み，これを活用する市民の割合も増えてきています。
一方，若い世代の朝食欠食率の高さなど健全な食生活の実践の面では依然として課題

が見受けられ，一層の取組が必要な状況となっています。

また，令和２年２月に旭川市でも初めて確認された新型コロナウイルス感染症（以下
「新型コロナ」という。）による影響は，私たちの健康状態や生活のみならず，意識や行
動にまで波及しました。接触機会低減のための外出自粛等により飲食業が甚大な影響を
受けるなど，食品産業にも様々な余波が広がっています。また，在宅時間が増えたことに
より自宅での調理や食事の回数が増えるなど，家庭での食育の重要性が高まっています。

これまでの取組の評価，食をめぐる現状や課題，コロナ禍における社会情勢の変化など
を踏まえ，本計画を策定するものです。

第1章 計画策定の趣旨等

計画策定の目的１
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本計画は，食育基本法第18条第１項の規定に基づき，本市の食育を具体的に推進するた
めの市町村食育推進計画として策定します。
また，その実施に当たっては，第８次旭川市総合計画をはじめ，健康日本21旭川計画な

ど，食育に関連する市の各計画との整合・調和を図るものとします。
さらに，持続可能な世界の実現を目指すため，経済，社会，環境の諸問題に統合的に取

り組むSDGｓへの関心が世界的な広がりを見せる中，SDGｓと深く関わりがある食育の
取組においてもSDGｓの考え方を踏まえて推進することが必要とされています。

本計画の期間は，令和５年度（2023年度）から令和９年度（2027年度）までの５年間
とします。
なお，社会情勢の変化などにより必要が生じた場合には，計画期間の終了前であっても，

本計画の内容を見直すこととします。
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本市では，これまで次の４つの「食育推進の基本的な方向性」に基づく９つの基本施策を
設定し，市民が食育に取り組む環境づくりを中心に幅広い分野から取組を進めてきました。

また，前計画である「第３次旭川市食育推進計画」においては，市民の現状に課題が見ら
れる分野について取組の強化を図るため，基本施策のうち，「食生活と健康に対する意識の
向上」，「家庭における食育の推進」，「地域における食育の推進」の３つを重点施策として位
置付け，それぞれ工夫や改善を重ねながら施策を推進してきました。
本計画の策定に当たり，市民を対象に実施した調査結果等を踏まえ，基本施策それぞれに

ついて，これまでの取組の状況や本市の現状をまとめ，今後も引き続き取り組むべき課題を
整理しました。

食育推進の基本的な方向性 基本施策

１ 「食」の大切さについての理解と実践

１ 食生活と健康に対する意識の向上

２ 家庭における食育の推進

３ 地域における食育の推進

４ 学校や保育所等における食育の推進

２ 安全・安心な食の推進
５ 安全な食材，食品の提供

６ 安全に関する知識や情報の提供

３ 地産地消を生かした食育の推進
７ 地場農産物等の活用と情報提供

８ 生産者と消費者の交流

４ 関係者が連携した食育の推進
９ 関係機関・団体・行政が連携した食育の

推進

第２章 旭川市における現状と課題
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≪令和３年度に実施した調査≫

(調査結果は，資料編 49ページから 62ページ参照）

≪その他本章に関連する主な調査≫
○ 令和２年度食生活調査（小学５年生，中学２年生対象。）
・ 調査内容 給食や家庭で食事を残す理由について，朝食の摂取状況について，食

品や料理に対する嗜好について
・ 有効回答数 小学生 1,336 人，中学生 763 人，合計 2,099 人

コラム① 栄養バランスの良い食事

食品に含まれる栄養素の種類や量は個々の食品ごとに異なり，必要な栄養素全てを必

要なだけ含む食品はありません。下の絵のように主食，主菜，副菜といった栄養面の特

徴が異なる料理の組み合わせを基本にすることで，多様な食品を食べることとなり，必

要な栄養素をバランス良くとることにつながります。

また，バランスを更に整えるためには，調理方法も大切です。揚げる，煮る，蒸すな

どの調理方法や，味の付け方などによって，同じ食材でも最終的に含まれる油や食塩の

量などが変わってきます。

名称 旭川市食育に関するアンケート調査 旭川市栄養調査

調査内容
食育に関する意識や日頃の食生活
等に関する調査

簡易型自記式食事歴法質問票によ
る直近１か月間の食品等の摂取状
況調査

対 象 20 歳から 79 歳までの市民 3,200 人（同一対象者で実施）

期 間 令和３年 11 月１日から同年 11 月 30日まで

調査方法 郵送

有効回答数 1,061 人 1,038 人

回答率 33.2% 32.4%

主 食
（ごはん，パン，麺）

主 菜
（肉，魚，卵，大豆料理）

副 菜
（野菜，きのこ，いも，海藻料理）
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（基本施策１）食生活と健康に対する意識の向上

糖尿病や脂質異常症，高血圧などの生活習慣病の発症や進行は，食生活が密接に関与し
ています。そのため，生涯を通して健康で暮らすためには，市民の食に対する関心や食生
活と健康に対する意識を高めることが重要になります。

令和３年度の調査では，食育に関心がある市民の割合は増えており，意識の向上が見ら
れました。しかし，肥満や朝食の欠食率の増加など，健康を維持するための食生活の実践
にはつながっていない現状も明らかとなりました。

男性は，20～70 歳代のいずれの年代でも３割が肥満であること，20歳代女性の２割弱
がやせであること，野菜の摂取量が目標値の 350ｇに達していないこと，食塩を男女とも
目標量の２倍近く摂取していることなど，生活習慣病の予防の面でも課題が多く見受け
られます。
女性では 50 歳代以上のすべての年代において３割以上で BMI の数値が目標範囲未満

であるなど，フレイルの観点からの問題もみられました。

また，よくかんで食べている人は 40%と，前回調査よりやや減少しています。よくか
んで食べることは，早食いを防止して満腹感を得られやすくなり，肥満予防につながると
ともに，あごの発達や，虫歯予防などの効果も期待できます。また，口腔機能が低下する
と食の多様性が失われ，栄養バランスも崩れてしまいがちです。

生活習慣病予防等を含め，健康を維持するためには，市民一人一人の食や健康に対する
意識の向上だけでなく，実践につながるような働きかけが必要です。

◆「食育」に関心がある

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査）

「食」の大切さについての理解と実践１

20.1

22.6

47.2

49.7

16.6

21.9

7.2

5.2

8.7
0.2

0.7

0 20 40 60 80 100

平成27年度

令和３年度

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

無回答

（％）
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◆BMI（体格指数）の分布状況（区分階層別）
【男性】

【女性】

（令和３年度旭川市栄養調査）

◆１日の野菜摂取量（年齢階層別・EER調整値）

（令和３年度旭川市栄養調査）
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5.0 

5.6 

5.9 

22.2 

20.9 

65.0 

52.2 

52.9 

42.7 

44.2 

30.0 

42.2 

41.2 

35.0 

34.9 

0 20 40 60 80 100 

20歳代

30～49歳

50～64歳

65～74歳

75～79歳

範囲未満

範囲内

範囲以上

（％）
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範囲内

範囲以上

（％）
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◆１日の食塩摂取量（区分階層別・EER調整値）

【男性】 【女性】

（令和３年度旭川市栄養調査）
◆ゆっくりよくかんで食べているか

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査 資料編 64ページ参照）

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 食育への関心の向上だけでなく，適切な栄養摂取や毎日 3 食とる習慣など
食生活改善に向けた実践

12.0 11.4 11.9 12.2 12.4
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16

20歳代 30～49歳 50～64歳 65～74歳 75～79歳
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（g/日）
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20歳代 30～49歳 50～64歳 65～74歳 75～79歳

摂取量 目標量

（g/日）

7.2 

10.3 

32.8 

33.7 

44.0 

39.8 

15.6 

14.1 

0.4 

2.1 

0 20 40 60 80 100

令和３年度

平成27年度

ゆっくりよくかんで食べている どちらかといえばゆっくりよくかんで食べている

どちらかといえばゆっくりよくかんで食べていない ゆっくりよくかんで食べていない

無回答

（％）

7.5
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（基本施策２）家庭における食育の推進

家庭は，市民一人一人が食育を実践する場となります。
家庭で家族と一緒に食事をとること（共食）は，食育の原点であり，家族との毎日の食事

を通して食の楽しさを感じるとともに，食事のマナーなどを学ぶ成長の場でもあります。
本市においても，子供の調理体験を組み入れた講座など，普及啓発事業等を通じて，望ま

しい食習慣や共食の大切さ，調理技術の普及に取り組んできました。

朝食を食べることで，必要な栄養素の摂取量が増えるとともに，心身の健康にも寄与する
と言われています。しかし，朝食を欠食することがある児童生徒は，小学５年生で 17％，
中学２年生で 21％となっています。大人も，週の半分以上朝食を食べない人は，男性で 24%，
女性で 15%，特に，20～30 歳代の若い世代では 39%となるなど，朝食の欠食を改善するこ
とは市民にとって重要な課題です。

また，共食をすることは，健康な食生活と関係していることが報告されていますが，家族
と同居している人の朝・夕食の共食回数の合計は週 9.7 回でした。

◆朝食摂取状況

【小学５年生】

【中学２年生】

（令和２年度食生活調査 旭川市教育委員会）
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◆朝食の欠食状況

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査 資料編 52ページ参照）
◆20～30 歳代の朝食摂取状況

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査 資料編 52ページ参照）
◆同居家族との共食頻度

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査）
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＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 朝食の重要性の普及啓発及び朝食摂取の習慣化を図る

Ø 家族と一緒に食事（共食）をするなど，家庭における子供への食育の充実
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無回答

（％）
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（基本施策３）地域における食育の推進

地域は市民生活の拠点です。
日常的な活動を通じた食育推進の取組や，様々な機会を活用した家庭や個人への積極的

な働きかけが期待されます。

地域における普及活動の一つとして，家庭の食育や食生活の改善を啓発するボランティ
アである「食生活改善推進員」が市と連携し，各地域において栄養バランスのとれた食生活
や遊びを通して楽しく食育を学ぶ「食生活改善地域講習会」を実施しているほか，地域のニ
ーズに合わせた出前講座などを展開しています。

給食施設においては，栄養管理の行き届いた食事の提供に加え，より健康的な食生活を送
るための知識の普及にも努めています。

さらに，加工食品への栄養成分表示の義務化や飲食店等における健康情報の発信など，食
環境の整備も進められているところです。

家庭の状況や生活スタイルが多様化する中，家庭での共食が難しい人や，健全な食生活の
実現が困難な人もいます。近年，実施箇所数が増加している子ども食堂は，子供にとって重
要な共食機会の確保など食を通じて，地域で子供を見守る環境の充実を図ることにも一定
の役割を担っています。このため，コロナ禍により共食の機会が減少している中にあっても，
十分な感染対策を講じた上で，希望する人が共食できる場の環境づくりも必要です。

◆食生活改善地域講習会参加者及び活動推進員の推移

※令和２年度は新型コロナの影響で中止。令和３年度は回数を例年の 40 回から 20 回に減らし，参加者数
も制限して実施。
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◆地域での共食に対する意識と状況（上段：参加希望，下段：希望者のうち，実際の参加の有無）

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査）

◆子ども食堂の子育てガイドブック掲載箇所数の推移

※子育てガイドブックへの掲載を希望していない団体は含まれていない。また，市民団体等が中心となっ
て実施している取組のため，市が把握していない取組がある可能性も考えられる。

10
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21
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平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

（箇所）

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 地域で食育を推進する人材の育成及び活用

Ø 健全な食生活を送るために飲食店などでの食環境整備の推進

Ø 共食できる環境づくり
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1.3 
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そう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

まったくそう思わない

無回答

(%)
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0.7 

参加した

参加していない

無回答

25.9
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（基本施策４）学校や保育所等における食育の推進

学校や保育所等は，家庭とともに基本的な食習慣を身に付け，実践できる力を育む重要な
場です。

小中学校では，学校給食を生きた教材として食事の重要性や，心身の健康，食は自然の恩
恵や様々な人に支えられていることなどを計画的に指導しています。
また，旭川市や近郊の食材を積極的に給食に取り入れるなど，食材や生産者をより身近に

感じられるとともに，環境負荷を軽減するため，地産地消の取組も進められています。
さらに，毎月給食だよりを発行することにより，給食の献立だけでなく，健康や栄養に関

する情報発信にも努めています。
コロナ禍により黙食など感染対策を徹底せざるを得ないため，楽しい雰囲気で給食を食

べることは難しい状況ですが，学校給食が「大好き」又は「好き」だと思う児童生徒の割合
は，小学５年生では約７割、中学２年生では約５割となっています。

保育所等では，野菜や果樹の栽培や収穫体験，調理体験などコロナ禍においても子供が生
活と遊びの中で，意欲を持って食に関わる体験を積み重ね，食に興味を持ち，食べることを
楽しみ自然や食に関わる人への感謝の心を育むなどの取組が推進されています。
併せて，毎日の給食などの食事を通して，友達等と食事を楽しむことはもちろん，準備や

片づけ，マナーを学ぶことができるよう，食事の提供を含む食育の計画を作成し，施設ごと
に取組を進めています。
また，給食だより等を通じた情報提供など，家庭と連携しながら食に関わる保育環境に配

慮しています。

今後においても，学校や保育所等で子供に対する取組を充実させるとともに，保護者へ
様々な形で情報提供を行うなど，家庭と連携した食育を推進することが求められます。
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◆学校給食が好きか
【小学５年生】

【中学２年生】

（令和２年度食生活調査 旭川市教育委員会）

◆学校給食における地場農産物（野菜）の使用状況の推移（年間・重量ベース）

◆学校給食における地場農産物（野菜）の使用状況の推移（８～10 月・重量ベース）

（旭川市教育委員会）

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 毎日，給食を食べることにより，食事のマナーや健康的な食事の取り方，
準備や後片付けなど食に係る基本的な内容を身に付ける

Ø 給食や食に関する指導を通し，食品の生産・流通・消費などへの理解を深
め，食に関わる人や自然への感謝の心を育む

Ø 家庭と連携し，子供の食育を進める
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（基本施策５）安全な食材，食品の提供

本市では，生産者や農業関係機関が中心となり，農薬や化学肥料をできるだけ使わないで
米や野菜を生産する，環境に優しいクリーン農業を積極的に推進し，そのＰＲ活動を市が支
援するなど，関係者が連携して安全な農産物の提供に取り組んでいます。
また，北海道が推進する「北のクリーン農産物表示制度（YES！clean）」の登録数では，

品目数が米や野菜の 17 品目，団体数が 19 団体と，認証品目数，団体数のいずれも全道一
となっています。
クリーン野菜の表示販売率は，気候の影響等で変動はあるものの高い水準で推移してお

り，生産者の努力の積み重ねや関係者の連携した取組により，市民が安全な農産物を利用で
きる環境づくりが進んでいます。

食品の製造や加工，流通，販売，食事の提供等を行う食品関連事業者は，消費者に安全な
食品を提供するため，常に安全に関する知識や技術の習得に努めることとされています。本
市では，これらの事業者等を対象に，講習会の開催や事業者等が実施する研修会等への講師
派遣を行い，その取組を支援しているほか，令和３年の食品衛生法の改正による，危害の発
生を予防，防止する仕組みであるHACCP（ハサップ）に沿った衛生管理の制度化に伴い，
HACCP導入の支援及び指導を行っています。
また，旭川市食品衛生監視指導計画に基づき，年間を通じて，食品の製造，販売，調理等

を行う施設の監視指導や，食品が規格基準等に適合しているかの検査を実施し，食中毒の発
生その他の健康被害の防止に努めています。
新型コロナの感染拡大などにより，外食の機会が減少し，家庭で食事をする機会が増えて

いる影響からか，飲食店での食中毒は減少しています。しかし，食の安全性の確保は，市民
の健康を守る上で大変重要であり，食品を提供する関係者や行政が適切に対応していくこ
とが求められています。

◆クリーン野菜表示販売率（販売額ベース）

（旭川市農政部）

安全・安心な食の推進２
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◆環境に配慮した農林水産物・食品の選択

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査）

◆旭川市食品衛生監視指導の実施状況

（旭川市保健所）

◆食品等の収去検査の実施状況 ◆食品取扱事業者の講習会への講師派遣状況

（旭川市保健所） （旭川市保健所）

許可等件数 立入実施回数 違反件数

令和３年度 6,162 件 1,858 回 272 件

平成 30年度 7,333 件 3,221 回 477 件

平成 27年度 7,970 件 3,137 回 209 件

収去検査件数 講師派遣回数 受講者数

令和３年度 219 件 令和３年度 13回 594 人

平成 30年度 387 件 平成 30年度 35回 1,731 人

平成 27年度 471 件 平成 27年度 44回 1,803 人

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 安全な食材の生産，販売への取組の推進

Ø 食品を提供する関係者（生産者，農業関係者，食品関係事業者等）の安全
や衛生管理に関する知識・技術の向上

Ø 食品に関連する施設等の監視や指導を通じた衛生管理の徹底

13.0 42.4 29.8 13.3 1.5 

0 20 40 60 80 100 

いつもしている 時々している あまりしていない ほとんどしていない 無回答

(%)
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（基本施策６）安全に関する知識や情報の提供

情報化の進展により，誰でも様々な情報を簡単に入手できる社会になり，食に関しても，
各種のメディアからの情報発信やインターネット等を通じて多くの情報が得られるように
なりました。
また，平成 27 年に創設された食品表示法により，消費者は，食品に表示されている品質

や衛生，栄養等に関する内容を容易に確認し，食生活に役立てられるようになってきていま
す。
一方，自らの判断で食を選択するためには，たくさんの情報の中から食の安全性や食品衛

生に関する正しい情報を選ぶ力が必要です。

国では，地方公共団体等と連携し，消費者等を対象とした食品表示，放射線などの食品の
安全性確保に関する講演会，意見交換会，勉強会等のリスクコミュニケーションを開催する
など食品の安全性に関して，積極的な情報提供の取組が行われています。
本市においても，食品衛生に関する講習会の開催やホームページでの情報提供等により，

市民が適切な食品の選択や衛生管理ができるよう，知識の普及や情報提供を行うとともに，
市民からの相談に対する適切な対応に努めています。

今後も，一人一人が食品の安全に関心を持ち，自分の健康と食生活を守る意識を高めると
ともに，行政をはじめ食品を提供する関係者が，適切な情報提供を行う必要があります。

コラム② 食中毒の原因を「つけない」「ふやさない」「やっつける」

食中毒は，多くの場合，原因となる細菌やウイルスが食べ物に付着し，体内へ侵入する
ことによって発生します。
食中毒を防ぐために，細菌などを食べ物に「つけない」，食べ物に付着した細菌を「ふ

やさない」，「やっつける（殺菌する）」という３つの原則をしっかり実践しましょう。

・「つけない！」 手や調理器具などをしっかり洗う
・「ふやさない！」 低温で保存し，細菌の増殖を活発にしない
・「やっつける！」 中心部の温度が75℃で 1分間以上を目安に加熱処理する

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 市民が適切な食品の選択や衛生管理をするための，情報提供や知識の普及
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コラム③ 違いがわかる期限のハナシ～”消費”と”賞味”～

加工食品についている，「消費期限」や「賞味期限」。 実は，これらの期限のどちらを

使うかは，その食品の劣化の速さ（傷みやすさ）によって次のとおり決まっています。

・消費期限…「安全に」食べられる期限。劣化が早い食品に表示。

・賞味期限…「おいしく」食べられる期限。劣化が比較的緩やかな食品に表示。

ただし，どちらの期限も「表示され

た保管方法を守り，未開封」が前提なので

注意が必要です。

また，砂糖やアイスクリーム類など，

表示の保存方法を守れば品質の変化が

極めて少ないことを理由に，期限の表

示を省略することが認められている食

品もあります。

事例紹介① 旭川市食生活改善推進員の活動

旭川市食生活改善推進員は，市が主催する養成講座を修了し，「私達の健康は私達の手

で」を合い言葉に，子どもから高齢者まで幅広い年代に対して，食生活を通したボランテ

ィア活動を行っています。

旭川市では現在９０名の食生活改善推進員が活躍しています。（R4.12.25 現在）

食生活改善推進員は，地域住民を対象としてバランスの良い食事や減塩の講話等を行

う食生活改善地域講習会の開催，親子や高齢者を対象とした料理教室の開催，市で行わ

れるイベント等の参加など，年間を通じて様々な取組をしています。

消費期限と賞味期限のイメージ

品質
悪くなるのが遅いもの
（日持ちする食品） まだ

食べられる

消費期限 賞味期限製造日 保存日数
(開封前)

安全に
食べられる限界

早く悪くなるもの
（傷みやすい
食品）
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（基本施策７）地場農産物等の活用と情報提供

地産地消の推進は，地域振興に大きく貢献するだけでなく，食糧輸送に伴う環境への負荷
の軽減にも資するものです。
本市の農業は，豊かな水資源と肥沃な大地，気候条件に恵まれ，稲作を中心に畑作，野菜，

果樹及び畜産等幅広く農産物を生産し，我が国の「食糧基地・北海道」の農業を支える重要
な役割を果たしています。
また，食料品製造業も主要な産業であり，地場農産物を活用した加工食品の開発等も盛ん

に行われています。
こうした特長を食育の推進に生かすため，本市では，旭川米や旭川産野菜の消費拡大のた

めのＰＲ活動や，給食における地場農産物の活用等に取り組んでいます。
また，市民を対象に，旭川の農産物や地産地消に関する出前講座を実施するなど，地場農

産物の情報提供と地産地消に対する理解促進を図っています。

令和３年度の調査では，ふだん食材を選ぶ時に旭川産のものを意識して選んでいる市民
の割合は，米が 22.0%，野菜が 8.5%で，近郊産を含めるとそれぞれ 49.6%，31.4%となっ
ており，食品購入において多くの選択肢がある中で，家庭での食事に旭川や近隣の地域の食
材を利用する意識が浸透してきていることがうかがえます。

食品加工の分野では，食品関連事業者が地場農産物を活用した加工食品の開発に積極的
に取り組むとともに，旭川食品産業支援センターではこれらの取組を支援しています。
また，「北の恵み食べマルシェ」をはじめ各種イベント等において，地場の食材を活用し

た加工品の販売や情報発信を行うなど，消費拡大のためのＰＲ活動を行っています。

こうした地産地消の取組を食育に生かしていくため，今後も市民の地場農産物への関心
の向上や利用促進のための取組を推進していく必要があります。

地産地消を生かした食育の推進３
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◆本市の令和３年度農業生産額

＜農産物生産額（千円）＞ ＜畜産生産額（千円）＞

（北海道農政事務所旭川統計・情報センター，旭川市農政部）

◆ふだん食べる食材を選ぶ際どこの産地のものを選ぶか

（令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査 資料編 58 ページ参照）

コラム④ 野菜の産地 あさひかわ

旭川の野菜生産は，都市近郊型農業として発展し，典型的な少量多品目産地となってお

り，取扱品目はおよそ６０品目もあります。

少量・多品目が旭川の野菜生産の特色ですが，チンゲンサイやしゅんぎ

く，小松菜など，道内 1位の出荷量となっている品目も多くあり，新鮮な

野菜を食べられる恵まれた環境にあります。

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 市民の地場農産物への理解の促進と活用する機会の拡大

Ø 積極的な情報発信による地場農産物やその加工品の利用促進
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（基本施策８）生産者と消費者の交流

市民が農業体験や生産者との交流を通じて，地元への愛着や農業に対する理解を深め，食
に関わる人たちへの感謝の気持ちを実感することは，生産者と消費者との信頼関係を築き
地産地消を生かした食育を推進する上で，とても大切なことです。

本市では，農業に関する体験イベントや講座の開催，体験農園の貸出し等の様々な取組に
より，市民が農業とふれあい，親しむことができるよう努めています。
また，食に関連するイベントでの地場農産物等の販売，直売所を紹介するマップによる情

報提供など，様々な方法で生産者と消費者が交流する機会を増やすよう取り組んでいます。

近年，都市住民の農村に関する関心は非常に高く，農村地域を訪れる都市住民が増加して
います。本市では農家民泊や農家レストラン・直売所など農業者が取り組むグリーン・ツー
リズム施設計画の認定や農家民泊の許可申請手数料の助成など各種支援を行い，農業者の
取組を拡大する積極的な事業を展開することにより，コロナ禍前は毎年４０万人前後が訪
れていました。併せて，市民が親しむことができる農業関連の施設の充実を図っており，旭
川の農業に親しめる環境づくりを行っています。

今後においても，これらの取組により地産地消を推進し，農業を基幹産業とする本市の地
域特性を食育に生かすことが必要です。

◆グリーン・ツーリズム施設認定件数

（旭川市農政部）

38 

40 

44 

0 10 20 30 40 50 

平成27年度

平成30年度

令和３年度

（件）
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◆都市農村交流人口

（旭川市農政部）

事例紹介② 郷土の旬を味わう日

学校給食の献立に地場産物を活用し，児童生徒に「郷土の旬の味覚」と「食の楽しさ」

を伝え，郷土の食や地域農業に対する関心と理解を深めてもらうことを目的に取組を実

施しています。

（１）旭川産りんご「つがる」の提供

市内小学校で 10 月中に 1回実施しています。

また，提供日に合わせ一部の学校で生産者による食育

授業を行っています。

写真や現物を見ながら，りんごができるまでや生産の

苦労などの話を聴いた後，生産されたりんごが実際に給

食で提供されるため，理解を深めるために効果的な取組

となっています。

（２）旭川産米「ゆめぴりか」の提供

ふだんの学校給食で提供されているお米は旭川産米

「ななつぼし」ですが，10 月の新米時期に合わせ，旭川

米生産流通協議会に協力いただき，旭川産米「ゆめぴり

か」の提供を行っています。

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 旭川の農業への理解を深めるための，生産者と消費者との交流の促進

441,496 

388,096 

211,491 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 

平成27年度

平成30年度

令和３年度

（人）

＜りんごの食育授業風景＞
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（基本施策９）関係機関・団体・行政が連携した食育の推進

本市の食育の推進について協議する「旭川市食育推進会議」は，教育や保育，保健医療，
農業，食品関連産業等の関係機関，消費者団体や食育に関心の高い市民など様々な分野の関
係者で構成し，活発な議論や情報交換を継続的に行っています。
平成 27 年度からは，毎年８月，９月を「あさひかわ食育推進月間」とし，関係各分野が

連携した取組の実施や食育スローガンの普及などを行っています。

しかし，新型コロナの流行により，度重なる不要不急の外出自粛や，３密回避のための取
組として多岐に渡る事業やイベントの中止・縮小など，社会情勢の目まぐるしい変化に伴い，
従前から進めていた取組の実施が困難な状況が続いています。

今後は，これまで築いてきたネットワークの強化を図るとともに，若い世代など，食育へ
の関心が薄かった市民にも関心を持ってもらうため，SNS の活用や動画配信，オンライン
での非接触型の食育の展開といった「新たな日常」に対応した食育の展開についても求めら
れます。

関係者が連携した食育の推進４

＜引き続き取組が必要な課題＞

Ø 生産，加工，流通，消費などの食に関する一連の流れやつながりを意識し
た取組の推進

Ø 関係機関，団体，行政それぞれの役割を踏まえた，効果的な連携による取
組の推進

Ø 「新たな日常」に対応した食育の推進
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市民が健康で心豊かに暮らすためには，一人一人が食に対する親しみや感謝の心を持ち，
食に関する様々な経験を積み重ねて「食に関する知識」と「食を選択する力」を身に付け，
健全な食生活を実践することが大切です。
本計画では，市民が日常生活の中で積極的に食育に取り組むことができるよう，前計画の

基本理念とその実現のための３つの目標，スローガンの考えを継承し，総合的かつ計画的に
食育を推進します。

食育の目標１

第３章 食育推進の方向性

生涯を通じて心身ともに健康で生き生きと暮らす，

豊かな人間性の実現

スローガン

おいしいものをおいしく食べよう！

～食は生きる力～

「おいしいもの」とは：

「新鮮なもの」，「地場のもの」，「四季折々の旬
のもの」，「安全なもの」，「味付けの良いもの」
などの意味が込められています。

「おいしく食べる」とは：

「家族や仲間と楽しく」，「よくかんで・味わっ
て」，「食べ物に対する親しみや感謝の気持ちを持
つ」などの意味が込められています。

１ 食について，自分で判断できる力を身に付けます

２ 心身の健康を育むため，健全な食生活を実践します

３ 自然の恵みに感謝し，食べ物を大切にします

目 標

基本理念
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【基本理念】

【目標】

１　食について，自分で判断できる力を身に付けます

２　心身の健康を育むため，健全な食生活を実践します

３　自然の恵みに感謝し，食べ物を大切にします

［食育推進の

　基本的な方向性］

［基本施策］ ［主要事業］

（ア）食育に関する意識啓発

１　心身の健康を支える食育の推進 （イ）ライフステージ等に応じた食育の推進

（ウ）食生活と健康に関する知識の習得と実践への

　　支援

（ア）食育を推進する人材の育成と活用の促進

３　地域における食育の推進 （イ）食育普及啓発活動の推進

（ウ）食環境の整備

（ア）学校における食に関する指導の充実

４　学校や保育施設等における食育

　の推進
（イ）給食における地場農産物の活用促進

（ウ）保育施設等における食育の推進

５　食品ロスの削減と食品リサイクル
　の推進

（ア）食品ロス削減に向けた取組の推進

（ア）クリーン農産物の生産拡大

６　安全な食材，食品の提供 （イ）製造技術及び衛生管理技術の向上の推進

（ウ）食品衛生監視指導の充実

９　生産者と消費者の交流 （ア）農業体験活動等の推進

10　関係機関・団体・行政が連携した

　食育の推進
（ア）関係機関・団体・行政のネットワークの充実

５　関係者が連携した
　食育の推進

３　安全・安心な食の

　推進

（ア）食品管理等の知識の普及

７　安全に関する知識や情報の提供

（イ）食の安全に関する知識の普及

（ア）地場農産物の地元消費拡大

８　地場農産物等の活用と情報提供 （イ）地場農産物の加工食品の開発と利用の促進

４　地産地消を生かした
　食育の推進 （ウ）地場農産物等の情報提供

生涯を通じて心身ともに健康で生き生きと暮らす，豊かな人間性の実現

（ア）家庭における子供への食育の推進

１　「食」の大切さに

　ついての理解と実践

２　家庭における食育の推進

（イ）食や料理に関する知識と技術の向上

２　環境に配慮した食育
　の推進

計画の体系２

重点施策
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本市における食育の基本理念の実現を目指し，市民が自ら食について考え，健全な食生活
を実践するため，次の基本的な方向性に基づき食育を推進していきます。

食育の基本は，生活の基盤となる家庭にあります。
「食育」というと，子供の教育というイメージが強いですが，食べることは，私たちが生
きていくためには必要な営みであり，食育基本法においても「食育はあらゆる世代の国民に
必要なもの」と明記されています。
そのため，家庭を中心に，学校や保育施設，地域などがそれぞれの役割を果たすとともに，

相互に連携して，食の大切さについての理解と健全な食生活の実践に向けた施策を推進し
ます。
特に，前計画における課題を踏まえ，１日３食とるなどの望ましい食生活の習慣化は食育

の根幹であること，また，新型コロナの影響等により，食を取り巻く環境の変化も大きいこ
とから，まずは，市民一人一人が食や健康の大切さを意識し，家庭における日常生活の中で
食育を実践することを重視し，基本施策１，２を本計画の「重点施策」として取組を進めま
す。

基本施策１ 心身の健康を支える食育の推進
基本施策２ 家庭における食育の推進

基本施策３ 地域における食育の推進
基本施策４ 学校や保育施設等における食育の推進

（１）「食」の大切さについての理解と実践

（２）環境に配慮した食育の推進

（３）安全・安心な食の推進

（４）地産地消を生かした食育の推進

（５）関係者が連携した食育の推進

（基本的な方向性１）

「食」の大切さについての理解と実践

食育推進の基本的な方向性と基本施策３

食育推進の基本的な方向性

重点施策
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国際的な課題でもある食品ロスの削減に取り組むことは，本市の環境負荷の低減にもつ
ながります。
そのため，食品廃棄物の減量資源化や，未利用食品の有効活用に関する施策を展開し，食

品ロスの削減に対する意識と機会を高めていくことで，消費者，事業者，関係団体，行政が
連携し，それぞれの役割を主体的に果たせるよう取り組みます。

基本施策５ 食品ロスの削減と食品リサイクルの推進

健全な食生活を送り健康を維持増進するためには，食の安全性の確保は欠かすことがで
きません。また，市民が食品の安全性に関する知識を身に付け，自分で適切に判断し，食品
を選ぶことが大切です。
そのため，食品を提供する関係者による安全性の確保と合わせて，消費者である市民への

適切な情報提供や知識の普及に取り組みます。

基本施策６ 安全な食材，食品の提供
基本施策７ 安全に関する知識や情報の提供

（基本的な方向性３）

安全・安心な食の推進

（基本的な方向性２）

環境に配慮した食育の推進
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本市は，豊かな自然環境のもと，米や野菜，果樹，畜産物など多様な農産物が生産されて
おり，市民は地場農産物やそれらを活用した加工食品などを手に入れやすい環境にありま
す。また，市街地と農村地域が隣接しており，生産者の活動や農産物の生育を身近に感じる
ことができます。
この恵まれた環境を生かし，地場の食材を地元で消費する地産地消を食育の推進に生か

します。

基本施策８ 地場農産物等の活用と情報提供
基本施策９ 生産者と消費者の交流

市民が実践する食育の活動を支援し，本市の食育を推進するには，食に関わる関係者がそ
れぞれの分野で主体的に役割を果たすことや，相互に連携することが重要です。
これまで積み重ねてきた連携を大切にしながら，各分野のつながりをさらに強め連携の

輪を広げることで，効果的に食育を推進します。

基本施策 10 関係機関・団体・行政が連携した食育の推進

（基本的な方向性４）

地産地消を生かした食育の推進

（基本的な方向性５）

関係者が連携した食育の推進
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取組の成果や達成度を客観的な指標により把握できるようにするため，指標項目と数値
目標を設定します。
注 指標のデータは令和３年度旭川市食育アンケート調査及び令和３年度旭川市栄養調査結果を主とし，それ以外の調査

による指標のみ調査元を記載

指標項目 現状値 目標値
（令和８年度）

１ 食育に関心を持っている市民の割合

※ 効果的な食育推進は，まず「食育に関心を持つこと」が重要であ
ることから，増加を目指します。

（令和３年度）

72.3％ 80％以上

２ 生活習慣病の予防や改善のためにふだんから適
正体重の維持や減塩等に気を付けた食生活を実
践する市民の割合

※ 生活習慣病の予防や改善のためには，日頃からの食生活が重要で
あることから，増加を目指します。

（令和３年度）

58.3% 65％以上

３ 栄養バランスの改善
○ 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２

回以上ほぼ毎日食べている市民の割合

○ １日当たりの食塩摂取量の平均値

○ １日当たりの野菜摂取量の平均値

※ １日に２回以上，主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を食べて
いる場合，それより少ない場合と比べて栄養素摂取量が適正になる
ことから，増加を目指します。
栄養素又は食品についても生活習慣病の予防及び重症化予防の

ため，目標に近づけるよう目指します。

（令和３年度）

40.2％

男性 14.8g
女性 11.9g

273g

50％以上

男性 13g 未満
女性 10g 未満

350g 以上

計画の指標４
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指標項目 現状値 目標値
（令和８年度）

４ 朝食を欠食する市民の割合
若い世代（20歳代～30歳代）

※ 健康的な生活リズムの確立のため，また子育て世代の食習慣はそ
の子供にも大きく影響することから，若年層に絞り，減少を目指し
ます。

（令和３年度）

39.3％ 25％以下

５ 朝食を欠食する児童生徒の割合
小学生（５年生）
中学生（２年生）

（令和２年度食生活調査 旭川市教育委員会)

※ 健康的な生活習慣確立のため，規則的な食事をとり生活リズムを
整えることは効果的なことから，減少を目指します。

（令和２年度）

6.8%
7.9%

5％以下
６％以下

６ 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回
数

※ 家族と一緒に食べる「共食」は，食事の楽しさを得るとともに望
ましい食習慣の実践に有効であることから，増加を目指します。

（令和３年度）

週 9.7 回 週 11回以上

７ 外食や食品を購入する時に栄養成分表示を参考
にする市民の割合

※ 生活習慣病予防のためにも，適切な食を選択することは大切であ
ることから，増加を目指します。

（令和３年度）

42.9％ 50％以上

８ あさひかわ食の健康づくり応援の店の登録数
（旭川市保健所）

※ 飲食店等での健康・栄養情報の発信や栄養成分の表示は健康的な
食生活に有用であることから，増加を目指します。

（令和３年度）

34 店舗 50店舗

９ 学校給食が好きだと思う児童生徒の割合
小学生（５年生）
中学生（２年生）
（令和２年度食生活調査 旭川市教育委員会)

※ 学校給食を通し，食を楽しむ経験を重ねることで，食に興味を持
つきっかけとなることから，増加を目指します。

（令和 2年度）

69.1%
51.9%

75％以上
60％以上
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コラム⑤ 朝ごはんのすすめ

朝食をとっていなくても，自分では「朝，何も食べなくても元気だ」と思うかもしれま

せん。しかし，人間の体は寝ている間にもエネルギーを使うため，朝起きたときにはエネ

ルギーが切れかけた状態になっています。朝食で栄養を補給しないと，体は昼まで燃料

切れのままになり，本来の力を発揮しにくくなってしまいます。また，１日の食事の回数

が減ると食べる品数も限られやすく，栄養バランスが偏る一因にもなってしまいます。

とはいえ，あまり無理をしてしまうと，長続きしにくくなってしまいます。食欲がわか

なければ，ヨーグルトなど軽いものから始めてみる，時間がなけ

れば，前日の晩ご飯を用意するときに翌朝の分も取っておくな

ど，まずはひと工夫してみるところから，朝食を見直してみませ

んか。

指標項目 現状値 目標値
（令和８年度）

10 食品ロス削減のために何らかの行動をしている
市民の割合

※ 食品ロスの削減には，市民皆が，食品ロスの現状・問題を理解
し，削減に向けた取組を進めていくことが重要であり，現状値が
既に高いことも踏まえ 100％を目指します。

（令和３年度）

93.7％ 100%

11 環境に配慮した農林水産物，食品を選ぶ市民の
割合

※ 食の循環において，フードマイレージや有機農業など環境に配
慮した農林水産物，食品を選択することにより持続可能な食料シ
ステムの構築につながることから，増加を目指します。

（令和３年度）

55.4％ 65％以上

12 クリーン野菜表示販売率
（販売額における割合）（旭川市農政部）

※ クリーン野菜は，安全な食の提供や地産地消を生かした食育の
観点から重要であることから，増加を目指します。

（令和２年度）

55.9％ 65％以上

13 地場の食材を意識して食べている市民の割合

※ 地場の食材に関心を持ち積極的に食べることは，地元農業への
理解や食に対する感謝の心の育成にもつながることから，増加を
目指します。

（令和３年度）

57.4% 70%以上
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（１）関係者の役割

私たちが生涯にわたって健全な心身を培い，豊かな人間性を育むためには，妊産婦から
乳幼児，高齢者に至るまで，切れ目なく食育を推進する必要があります。このため，食育
の推進に当たっては，市民はもちろん，行政をはじめとして，様々な分野の関係機関，団
体等がそれぞれ役割を果たす必要があります。
本計画では，これまで積み重ねてきた取組を発展させながら，主体的に推進するため，

各分野の役割を次のとおりとします。

食育の主役は市民です。
健康で豊かな生活を送るためには，食に対する正しい知識と理解を深めるとともに，自ら

判断し，実践する必要があります。
また，家庭は食育を実践する場として，重要な役割を担っています。共食を通して，食の

楽しさやマナーなどを学ぶとともに，一人一人が自分自身の食育を実践します。

＜市民の食育10の実践ポイント＞

実践ポイント 解 説

１ みんなで食を楽しみます

・ おいしい食事を味わいながら，ゆっくりよくかん
で食べましょう。

・ 家族や仲間等とコミュニケーションを図りなが
ら，食事を楽しみましょう。

２ 朝食から活力のある１日を

スタートします

・ 朝食の欠食は，肥満や高血圧などのリスクを高め
るといわれています。健康的な生活習慣のために，
まずは朝食をとることから始めましょう。

・ 規則正しく食事をとることで，生活リズムをつく
ることができます。

３ 食事と運動で適正体重を

維持します

・ 体重をこまめに量り，食事と運動のバランスをと
ることで，適正体重を維持するように心がけましょ
う。

第４章 食育推進の取組

食育の推進に向けて１

市民の役割



第４章 食育推進の取組

- 32 -

実践ポイント 解 説

４ 主食，主菜，副菜を基本に

バランス良く食べます

・ 主食，主菜，副菜という料理の分類を基本とし，
果物，牛乳・乳製品も取り入れ，多様な食品を組み
合わせることで，必要な栄養素をバランス良くとる
ことができます。

・ 外食や加工食品，調理済み食品を利用するときに
も，上手に組み合わせましょう。

５ 野菜を積極的に食べます

・ ビタミン，ミネラル，食物繊維を適量摂取するた
めには，十分な野菜をとることが必要です。

・ 旭川市民の野菜摂取量は，成人１日当たり平均で
273ｇと不足傾向にあります。

・ 毎食野菜を意識してメニューや食材として取り
入れることで，目標となる１日 350g の野菜がとり
やすくなります。

６ 減塩を心がけます

・ 生活習慣病予防のために，まずは１日１ｇの減塩
を心がけましょう。

・ 栄養成分表示を積極的に活用して，食品や外食を
選ぶ習慣を身に付けましょう。

７ 日本の食文化を大切にします
・ 「和食」を始めとした日本の伝統的な食文化を理

解し，食材に関する知識や調理技術，食事の作法等
を身に付けて次の世代に伝えましょう。

８ 食のつながりを大切に，

地場の食材を積極的に使います

・ 農業に対する理解を深めることで，生産者や食品
に感謝する心を育みましょう。

・ 積極的に地場農産物を使うことは，環境負荷の軽
減にも有効です。

９ 安全で無駄や廃棄の少ない

食生活を心がけます

・ 食品表示を参考に選ぶ，食品の取扱いに注意する
など，安全な食を意識しましょう。

・ 食べ残しや食品の廃棄が与える環境への負担の
観点からも，買いすぎや作りすぎに注意して適量を
心がけるなど，無駄を少なくすることが大切です。

10 食生活を振り返り，

より良い食生活を目指します

・ 健康の保持増進には，今の食生活を振り返ること
が大切です。

・ 「食」に関する理解や望ましい食習慣などを身に
付け，より良い食生活を目指しましょう。
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食育に関わる様々な関係者が，それぞれの特性や能力を生かし，互いに連携・協力しなが
ら食育の推進に努めます。

① 教育・保育関係者（教育，保育施設等の従事者及び関係機関・団体）
給食や食に関する指導，日頃の保育等を通じた子供への食育を推進するとともに，保護

者への情報提供など家庭との連携・協力に努めます。

② 保健医療関係者（医療，保健，介護その他の社会福祉の従事者及び関係機関・団体）
栄養指導や給食など様々な機会を通じて，食や健康に関する知識と実践方法等の普及

啓発に努めます。

③ 農林業等関係者（農林業者及び関係機関・団体）
安全な農産物等を提供するとともに，農林業等に関する様々な体験や交流の機会を積

極的に提供し，自然の恩恵と食に関わる人々の活動の重要性について，市民の理解を深め
るよう努めます。

④ 食品関連事業者等（食品の製造，加工，流通，販売，食事の提供を行う事業者及び関係機関・団体）
安全な食品を提供するとともに，食品の製造，加工，流通等に関する消費者への情報提

供や施設見学などの学習機会の提供に努めます。

⑤ 各種団体・ボランティア等（消費者団体やNPO法人，食生活改善団体その他の関係団体）
それぞれの活動分野において市民の食育を支援し，食を通じた健康づくりの推進に努

めます。

関係機関・団体等の食育に関わる関係者との連携を密にしながら，食育の推進に努めます。
特に，市民の食育への関心と実践に向けた具体的な情報提供や普及啓発，また，関係機

関・団体等が食育推進に取り組みやすい環境整備に努めます。

関係機関・団体の役割

行政の役割
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（２）計画の進行管理

本計画は，食育の目標の達成に向け，実施した取組を評価し，改善しながら進めていく
PDCAサイクルに基づき，進行管理を行います。
本計画の取組については，「旭川市食育推進会議」等において，毎年，全体の実施状況

の確認や改善に向けた検討を行い，より効果的な取組に生かします。

コラム⑥ 減塩について考えてみませんか

塩分のとりすぎは高血圧の一因です。血圧が高いと心臓や血管などいろいろな臓器に

負担がかかり，心筋梗塞や脳卒中，腎不全などの重い病気になるリスクが高まります。７

ページのグラフのとおり，旭川市民の塩分摂取量はどの世代でも過剰となっていること

から，高血圧の予防や改善のためには塩分を控えることが大切です。

とはいえ、「減塩」=「味をつけない」ではありません。実は，下の例のように味の付

け方などを工夫することで，減塩しながらでもおいしい食事を楽しむことができます。

＜減塩のヒント＞

Do
［実行］

計画に基づく取組の実施

Check
［評価］

取組状況の確認

Plan
［計画］

第４次旭川市食育推進計画

Action
［改善］

取組内容の見直し

汁物は，汁少なめ

の具だくさんに

出汁，柑橘，香辛

料などで香りと

味のメリ

ハリを

調味料は「かけ

る」より「つける」

減塩食品を上手

に使う
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（１）「食」の大切さについての理解と実践

食べることは生きるための基本であり，健康の維持増進には適正体重の維持や減塩等に
気をつける，よくかんで食べるなど生活習慣病の予防や改善につながる食生活をふだんか
ら実践する必要があります。
妊産婦から乳幼児，高齢者に至るまでそれぞれの段階に応じ，食事の内容や調理法，よく

かんで食事を共に味わう（共食），スムーズに飲み込む（誤えん・窒息の防止），適量で満足
感を得る（過食の防止）といった健康的な食べ方，食事と運動とのバランスなど，食生活に
関わる様々なことを意識して生活することがとても大切です。
市民一人一人が食べることの大切さを理解し，食生活と健康に関する知識を身に付ける

だけでなく，望ましい食生活の実践につながるよう，次の取組を推進します。

基本施策１（重点） 心身の健康を支える食育の推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）食育に関する意識啓発 ○あさひかわ食育推進月間の実施

○食育に関する各種講座等の開催

○食育バランスガイド等の普及

○ホームページや各種メディア等を通じたＰＲの実
施

（イ）ライフステージに応じた食
育の推進

○ライフステージに合わせた各種講座，普及啓発の
実施

○食機能に合わせた食品の加工販売の支援

（ウ）食生活と健康に関する知識
の習得と実践への支援

○食生活や健康に関する出前講座の開催

○生活習慣病予防のための健康講座等の開催

○健康相談，栄養相談，歯科相談の実施

具体的な取組２
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家庭での共食は食育の原点であり，食を楽しみ，家族とのつながりを大切にする食育を推
進していくことが重要です。また，多様な暮らしに配慮し，それぞれに合った食育を推進す
ることが大切です。
共食をすることは，規則正しい食生活や朝食の喫食にもつながるとともに，朝食を食べる

ことにより，１日に必要な栄養を取りやすくもなります。
特に子供は，食事の楽しさやマナー，栄養バランスの大切さ，食に関わる様々な人や活動

への感謝の心，和食などの日本の食文化，無駄や廃棄の少ない食生活など，様々なことを
日々の家族との食事から学び，身に付けながら成長します。
家庭における食育をさらに推進するため，ライフステージに応じて食に関する知識や調

理技術等を習得できるよう，次の取組を推進します。

基本施策２（重点） 家庭における食育の推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）家庭における子供への食育
の推進

○朝食摂取促進に向けた普及啓発

○親（保護者）や子供を対象とした講座や料理講習
会等の開催

○離乳食の進め方や幼児期のレシピの紹介

○共食推進のための普及啓発

（イ）食や料理に関する知識と技
術の向上

○栄養バランスや食文化，調理技術等に関する講
座，料理講習会等の開催

○簡単で実践しやすいレシピの作成・紹介
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世帯構成や生活スタイルの多様化などにより，家庭や個人の食生活がそれぞれ異なる中
で，地域における食育の役割はますます重要となっています。
食に関する専門職や食生活改善推進員などの食育に関わるボランティアの人たちが活躍

し，家庭の食育に対する支援や食や健康に関する情報提供など，市民が主体となった食育の
取組が各地域で展開されることが望まれます。
家庭環境や生活の多様化により，家族と食卓を囲むことは難しいものの，共食により食を

通じたコミュニケーション等を図りたい人にとっては，子ども食堂や高齢者の通いの場な
ど地域社会における共食も重要です。そのため，「新しい生活様式」に対応しつつ，地域等
で共食をしたい人が共食できるよう支援する必要があります。
また，食品表示法の施行に伴い，一般加工食品への栄養成分表示が法的に整備されたこと

により，市民一人一人がライフスタイルや健康状態に合う食品を選択しやすい環境ができ
てきています。今後は，中食だけでなく，外食利用時も健康・栄養情報を簡単に得ることが
できるよう，食環境を整えていく必要があります。併せて，給食施設等において適切な栄養
管理や衛生管理が行われるよう，次の取組を推進します。

基本施策３ 地域における食育の推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）食育を推進する人材の育成
と活用の促進

○食生活改善推進員の養成と活動の推進

○人材を活用した講習会等の開催

（イ）食育普及啓発活動の推進 ○関係団体等による普及啓発活動

（ウ）食環境の整備 ○あさひかわ食の健康づくり応援の店の推進

○地域における共食の機会の提供

○給食施設における適切な衛生・栄養管理の推進
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子供への食育は，健やかに生きるための基礎を培う目的があります。子供たちは，集団生
活の中で食に関する様々な知識や経験を得ることにより，食に対する関心を高め，地域の食
への愛着や感謝の心を育んでいきます。
そのため，学校や保育施設等においては，子供たちの発達や成長に合わせて，給食や食に

関する指導，体験活動等の継続的な取組を行うことが大切です。
さらに，様々な機会を通じた保護者への情報提供により，家庭との連携を図りながら，子

供のうちから望ましい食習慣を身に付けることができるよう，次の取組を推進します。

基本施策４ 学校や保育施設等における食育の推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）学校における食に関する指
導の充実

○食に関する指導の充実

○食の体験活動の推進

○行事や給食だより，試食会等を通じた保護者へ
の情報提供

（イ）給食における地場農産物の
活用促進

○旭川産の米や米粉の活用

○旭川産を中心とした各種の地場農産物の活用

○生産者の講話と地場農産物の給食提供を通じた
地場農産物への理解促進

（ウ）保育施設等における食育の
推進

○食の体験活動の推進

○給食を通じた食育の推進

○保護者への食育に対する意識啓発

○給食担当者への講習会開催

○給食における地場農産物の使用促進
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（２）環境に配慮した食育の推進

まだ食べられるにもかかわらず廃棄されてしまう「食品ロス」の問題に対して，その削減
には消費者・事業者・関係団体・行政などの主体が食品ロスの現状や削減の必要性への理解
を深めることが大切です。
そのため，行政は，廃棄物削減における３Ｒを基本とした食品ロスを発生させない取組や，

食品ロスが発生した場合の有効活用について広く情報発信し，市民や事業者等は，行政が発
信する情報や政策を認知し，食品ロスを取り巻く課題を自らの問題と捉えて行動する必要
があります。
食品ロス削減に向けて，多様な主体が連携し，理解と行動の変革が広がるよう次の取組を

推進します。

事例紹介③ 旭川市食品ロス削減ポータルサイト

旭川市食品ロス削減ポータルサイトは，食品ロスに関する情報の入り口となるサイトで

す。「食品ロスとは何か」といった基本的な知識から，実際に食品ロスを減らすための取組，

食品ロス削減を目指した

レシピの募集など，様々

な方向から食品ロスにつ

いて紹介しています。

基本施策５ 食品ロスの削減と食品リサイクルの推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）食品ロス削減に向けた取組
の推進

○食品ロスを発生させない取組の推進

○食品ロス削減に向けた情報発信

○未利用食品等を有効活用する取組の推進

○食品ロス削減のための連携を強化
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（３）安全・安心な食の推進

市民が，健康的な食生活を送る上で，食の安全性の確保は欠かすことができません。
食材や食品の提供者は，常に安全に関する知識や技術の向上に取り組み，消費者の信頼性

の確保に努める必要があります。
また，行政には，食品の製造，販売，調理等を行う施設に対する助言や指導，その他の適

切な対応が求められます。
市民が安心して利用できる，安全な食材や食品を提供するため，次の取組を推進します。

コラム⑦ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理について
ハ サ ッ プ

ＨＡＣＣＰは，食品を取り扱う工程の中で，「どこ」で「何が危ないか」を考え，食品

の安全を守るために重要な工程を集中的に管理していく，という衛生管理の手法です。

食品を扱う事業者に対し，事業所の規模により２段階の基準で，ＨＡＣＣＰの手法を用

いた衛生管理が義務付けられています。

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を実施することで，食中毒，異物混入等の食品事故の予防

につながり，食品ロスの削減も期待できます。また，消費者にとっても，食品を購入する

際や飲食店を利用する際の安心感につながります。

基本施策６ 安全な食材，食品の提供

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）クリーン農産物の生産拡大 ○クリーン農産物認証取得の推進

○クリーン農産物販売拡大のためのＰＲ活動の実
施

（イ）製造技術及び衛生管理技術
の向上の推進

○技術向上のための講習会の開催や講師の派遣

○食品の依頼検査の実施

（ウ）食品衛生監視指導の充実 ○食品営業施設，給食施設等の監視指導の実施

○ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理実施状況の評価

○食品収去検査の実施
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安全な食生活を送るためには，市民自らが食品表示の見方や食の安全性，食品衛生に関す
る知識を学び，様々な情報の中から適切なものを選択し，活用する力を身に付けることが大
切です。
また，行政には，市民の食品安全に関する疑問や不安に適切に対応することが求められま

す。
そのため，国などが発信する食品安全に関する情報を積極的に提供するとともに，市民の

食品安全に対する意識を高めるため，次の取組を推進します。

コラム⑧ 食物アレルギーについて

食物アレルギーとは，原因となる食物中の成分（アレルゲン）に免疫が過剰に反応し，

体に症状が引き起こされることを言います。症状は下痢，じん麻しん，呼吸困難など様々

で，命に関わる場合もあります。一方で，避けなくてよい食物まで除去してしまうと，栄

養バランスの偏りや生活面での余計な不便が生じかねません。このため，自己判断で除

去を始めたり止めたりせず，医療機関等での「正しい診断に基づいて」「必要最小限度の

アレルゲン除去」をすることが大切です。

また，食品表示法により，食物アレルギー対策のために原材料の表示が義務付けられる

もの・推奨されるものについて規定されています。これらの規定の対象となる食品につ

いては，科学的知見に基づき，随時見直されています。

主要事業 主な取組内容

（ア）食品管理等の知識の普及 ○食品衛生に関する講習会の開催や講師の派遣

○食中毒予防等に関する情報提供

（イ）食の安全に関する知識の普
及

○賞味期限と消費期限の違いや保存方法など，食
品衛生に関する知識の普及

〇アレルギー表示等，個々の食選択に係る知識の
普及

基本施策７ 安全に関する知識や情報の提供

関係が深いＳＤＧｓ項目

食物アレルギー表示について詳しくはこちら →
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（４）地産地消を生かした食育の推進

地場農産物等の活用を促進することは，市民が旬の農産物を新鮮なうちに消費できるほ
か，食品ロスやフードマイレージの削減など，環境負荷の低減を含め食育推進に重要な役割
を果たします。
良質な地場農産物を活用する意識を高めるためには，地場農産物を食べる機会や場を広

げ，農業に対する理解を深めることが大切です。
また，地場農産物を活用した付加価値の高い加工食品の開発を推進するとともに，様々な

情報発信を通じて広く周知し，地産地消につなげていくことも食育を推進するための重要
な要素です。
市民の地場農産物等の認知度の向上や利用促進に向け，次の取組を推進します。

基本施策８ 地場農産物等の活用と情報提供

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）地場農産物の地元消費拡大 ○旭川産米や旭川産野菜等の消費拡大のためのＰ
Ｒ活動の実施

○地場農産物直売支援や市内流通の拡大推進

（イ）地場農産物の加工食品の開
発と利用の促進

○地場農産物を活用した商品開発の支援

○高齢者など対象を特化した地場農産物を活用し
た食品開発の支援及びＰＲ活動の実施

（ウ）地場農産物等の情報提供 ○イベント及びホームページ等を活用した情報提
供

○地場農産物等に関する講座等の開催
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生産者と消費者の交流が図られることは，生産から消費に至るまでの一連のつながりへ
の理解を深め，食材を生み出す生産者の取組や苦労を知り，食品や生産者への感謝の気持ち
が育まれるため大変重要です。
多くの市民が，農業をはじめとした様々な体験活動や生産者との交流を通じて旭川の農

業を知り，相互の信頼関係を育むために，次の取組を推進します。

コラム⑨ 日本の主食「米」

旭川市は，開村翌年の 1891 年（明治 24 年）に，寒さに強い赤毛種という品種から米

の収穫に初めて成功し，1963 年（昭和 38 年）には，旭川産米が出荷量日本一となりま

した。

1988 年（昭和 63 年）には上川農業試験場で「きらら３９７」が誕生し，これまで味

で劣っていた北海道米のイメージを一新することとなり，2008 年（平成 20 年）に誕生

した「ゆめぴりか」でさらに人気に拍車がかかりました。主要品目である「ななつぼし」

と「ゆめぴりか」は米の食味ランキングで 12 年連続で

最高評価である「特 A」を獲得し，北海道は生産量・品

質ともに優れた米どころとしての地位を確立していま

す。

米どころ北海道の中で旭川市は，作付面積，収穫量と

もに全道１位（令和３年産）と米の一大生産地であり，

旭川のお米は道内・道外の多くの方々に食べられていま

す。

基本施策９ 生産者と消費者の交流

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）農業体験活動等の推進 ○農業体験活動の推進

○生産者と消費者の交流事業の実施

○イベント等における生産者と消費者の交流の推
進
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（５）関係者が連携した食育の推進

幅広い分野にわたる食育を効果的に推進するためには，関係機関，団体，行政がそれぞれ
の役割に応じて主体的に活動するとともに，各分野の関係者が全市的な食育を推進するた
め，様々な場面で連携することが重要です。
併せて，食育の取組を子供から大人まで誰にでもわかりやすく伝えることも重要である

ため，農林水産省で作成された食育ピクトグラム（表現を単純化した絵文字）を活用した情
報発信に努めます。
関係機関等の連携の輪をさらに広げていくため，次の取組を推進します。

農林水産省は，食育の取組を子供から大人まで誰にでも分かりやすく発信するため，

代表的な 12 の取組について，わかりやすいキャッチコピーとマークを組合わせたピク

トグラムを作成しました。

基本施策 10 関係機関・団体・行政が連携した食育の推進

関係が深いＳＤＧｓ項目

主要事業 主な取組内容

（ア）関係機関・団体・行政のネ
ットワークの充実

○あさひかわ食育推進月間の実施

○各種のイベントや事業を通じた連携の強化

○情報共有の推進と意見交換の積極的な実施

○食育ピクトグラムを活用した情報発信

コラム⑩ 食育ピクトグラムを知っていますか
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（１）会議等の経過（第４次旭川市食育推進計画関連分）

時 期 会 議 等

令和４年 ５月２３日 令和４年度第１回旭川市食育推進関係部局会議（庁内）
・「第３次旭川市食育推進計画」の評価及び「第４次旭川

市食育推進計画」の骨子について

令和４年 ６月 ７日 令和４年度第１回旭川市食育推進会議
・第３次旭川市食育推進計画の評価について
・第４次旭川市食育推進計画の骨子について

令和４年 ６月２８日
～ ７月 ４日

令和４年度第２回旭川市食育推進関係部局会議（庁内・書
面）
・第４次旭川市食育推進計画の指標について

令和４年 ７月１４日 令和４年度第２回旭川市食育推進会議
・令和４年度会議の予定について
・第３次旭川市食育推進計画の評価について
・第４次旭川市食育推進計画の骨子について

令和４年１０月１１日 令和４年度第３回旭川市食育推進関係部局会議（庁内）
・第４次旭川市食育推進計画案について

令和４年１１月 ９日 令和４年度第３回旭川市食育推会議
・第４次旭川市食育推進計画案について

令和４年１２月１９日
～令和５年１月２７日

「第４次旭川市食育推進計画（案）」に対する
意見提出手続（パブリックコメント）実施

令和５年 ２月１０日 令和４年度第４回旭川市食育推進関係部局会議（庁内）
・第４次旭川市食育推進計画について

令和５年 ２月２７日 令和４年度第４回旭川市食育推会議
・第４次旭川市食育推進計画について

資 料 編

計画策定経過等１
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（２）意見提出手続（パブリックコメント）の実施結果

ア 実施期間：令和４年１２月１９日（月）～令和５年１月２７日（金）
イ 実施方法：保健指導課，市政情報コーナー，第二庁舎案内，第三庁舎案内，各支所

（東部まちづくりセンターを含む。），公民館等での資料配布並びに旭
川市ホームページ及びこうほう旭川市民「あさひばし」への掲載により
意見を募集

ウ 意見件数：２件
エ 意見に対する旭川市の考え方：旭川市ホームページに掲載

旭川市ホームページ https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/
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【達成度（４区分）】
A 目標を達成しているもの B 目標に向けて改善がみられたもの
C 当初値を維持しているもの（±１%未満） D 改善がみられなかったもの

指標名
当初値

（年度）
現状値

（年度）
目標値

（R3 年度）
達成度

１ 食育に関心を持っている市民の割合 67.３％
（H27）

72.3%
（R3）

80％以上 B

２ 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
1 日２回以上ほぼ毎日食べている市民の
割合

39.5％
（H27）

40.2%
（R3） 50％以上 C

３ 朝食を欠食する市民の割合
若い世代（20 歳代～30 歳代）

26.0％
（H27）

39.3％
（R3）

15％以下 D

４ 生活習慣病の予防や改善のために食事
や運動に留意している市民の割合
○自分の適正体重を維持することので
きる食事量や栄養バランスを理解して
いる割合
○定期的な運動を実践して半年以上継
続している割合

51.5％

29.7％
（H27）

56.2%

29.6%
（Ｒ３）

60％以上

40％以上

Ｂ

Ｃ

５ 朝食又は夕食を家族と一緒に週７回以
上（１日１回以上）食べる割合

74.7％
（H27）

77.9%
（Ｒ３）

85%以上 Ｂ

６ 朝食を毎日食べている児童生徒の割合
○小学生（5 年生）
○中学生（2 年生）

86.2％
81.3％
（H26）

83.0％
79.2％
（Ｒ２）

90％以上

90％以上

Ｄ
Ｄ

７ 外食や食品を購入する時に栄養成分表
示を参考にする人の割合

37.3％
（H27）

42.9％
（Ｒ３）

50％以上 B

８ 栄養成分表示の店の登録数（飲食店） 55 件
（H27）

－ 80 件以上

評価
困難

※１

9 学校給食が好きだと思う児童生徒の割
合
○小学生（5 年生）
○中学生（2 年生）

70.4％
48.8％
（H26）

69.1％
51.9％
（Ｒ２）

75％以上

60％以上

Ｄ
Ｂ

第３次旭川市食育推進計画における目標値の達成状況（12項目）２
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※１ 事業が終了したため。
※２ 社会情勢等により設問内容を変更したため。

指標名
当初値

（年度）
現状値

（年度）
目標値

（R3 年度）
達成度

10 クリーン野菜表示販売率
（出荷額における割合）

51.7％
（H27）

55.9％
（Ｒ2）

65％以上 Ｂ

11 安全性に関して食品表示を参考にする
人の割合（生産履歴，保存方法，使用方
法等）

83.5%
（H27）

－ 90％以上

評価
困難

※２

12 地場の食材を意識して食べている人の
割合

60.3％
（H27）

57.4%
（Ｒ３）

70％以上 Ｄ
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対象者：20 歳から 79 歳の男女 3,200 人 有効回答：1,061 人（33.2％）

（１）回答者の属性：問１～５（性別と年齢については令和 3 年度旭川市栄養調査より）

令和３年度旭川市食育に関するアンケート調査結果３

40.9% 57.8% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
性 別

男性 女性 無回答

8.9%

9.1%

15.8%

18.6%

20.7%

25.4%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

無回答

年 齢

1.3%
6.8%

0.1%
24.7%

7.1%
16.9%

15.5%
1.6%

19.7%
5.3%

1.1%

0% 10% 20% 30%

農林漁業
自営の商工・サービス業

自由業
会社員，団体職員

公務員，教員
専業主婦・主夫

有職の主婦・主夫
学生
無職

その他
無回答

職 業

24.9% 72.6% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳未満の同居者の有無

18歳未満の同居者あり 18歳未満の同居者なし 無回答

19.0% 79.9% 1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同居者の有無

同居者なし 同居者あり 無回答
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（２）食育に関する意識について
問６ あなたは，「食育」に関心がありますか。この中から１つ選んでください。

問 7 旭川市では，平成 27 年から８月と９月を，「あさひかわ食育推進月間」と定めていま
す。市内スーパーや食育イベント，保育園・学校等の給食だよりなどを通じてＰＲして
いますが，それらを見る機会はありましたか。

22.6% 49.7% 21.9% 5.2% 0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない わからない 無回答

13.8% 85.8% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

10.4%

25.0%

28.8%

25.4%

9.4%

1.0%

0% 10% 20% 30%

ゆとりがある

ややゆとりがある

どちらともいえない

あまりゆとりはない

まったくゆとりはない

無回答

暮らし向き

4.9%

47.8%

25.7%

17.1%

4.4%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

とても良い

まあ良い

どちらともいえない

あまり良くない

良くない

無回答

自分の健康状態
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（３）現在の食生活・生活習慣について
問８ 主食（ごはん，パン，麺など）・主菜（肉・魚・卵・大豆製品などを使ったメインの

料理）・副菜（野菜・きのこ・いも・海藻などを使った小鉢・小皿の料理）をそろえて
食べることが１日に２回以上あるのは週に何日ありますか。この中から１つ選んでくだ
さい。

問９ ＜問８で「週に４～５日食べる」，「週に２～３日食べる」，「ほとんどない」とお答え
いただいた方におたずねします。＞

主食・主菜・副菜を３つそろえて食べる回数を増やすためには，どのようなことが必
要だと思いますか。この中から３つまで選んでください。

問 10 あなたは，ふだんの食事で１日あたり「あと１皿程度，野菜を増やすこと」について
どう考えますか。あてはまる番号をすべて選んでください。

40.2% 21.7% 22.1% 14.7%

1.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる ほとんどない 無回答

65.5%

53.9%

41.9%

37.8%

27.4%

18.4%

10.6%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

手間がかからないこと

時間があること

食費に余裕があること

自分で用意することができること

食欲があること

3つそろえて食べるメリットを知っていること

外食やコンビニ等で手軽にとることができる環境があ
ること

その他

無回答

47.2%

40.5%

4.8%

13.3%

9.9%

2.5%

18.9%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生野菜サラダを1皿程度なら増やせると思う

お浸しや煮物を1皿程度なら増やせると思う

野菜が好きではないから増やせないと思う

値段が高いから増やせないと思う

自分で食事の準備をしないから増やせないと思う

外食が多いから増やせないと思う

現在，野菜を十分に食べているから増やせないと思う

無回答
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問 11 あなたはふだん，朝食，昼食，夕食を食べますか。食事区分ごとに１つずつ選び○を
つけてください。

【朝食（男性）】

【朝食（女性）】

【昼食（男性）】

41.2%

64.2%

70.1%

75.7%

82.7%

92.9%

77.3%

23.5%

6.0%

10.3%

5.2%

6.8%

3.2%

7.0%

8.8%

9.0%

8.4%

3.5%

5.3%
0.6%

4.9%

26.5%

19.4%

11.2%

13.9%

3.8%

1.9%

9.6%

1.5%

1.7%

1.5%

1.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答

45.0%

53.3%

57.4%

73.2%

82.8%

83.3%

70.3%

3.3%

3.3%

8.2%

7.3%

3.4%

3.5%

4.8%

15.0%

10.0%

9.8%

6.1%

2.3%

5.3%

7.1%

36.7%

33.3%

24.6%

12.2%

9.2%

7.0%

16.8%

1.2%

2.3%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答

83.3%

76.7%

78.7%

84.1%

82.8%

75.4%

80.2%

11.7%

6.7%

18.0%

7.3%

10.3%

13.2%

11.5%

1.7%

13.3%

3.7%

3.4%

4.4%

3.7%

3.3%

3.3%

3.3%

3.7%

2.3%
3.5%

3.2%

1.2%

1.1%

3.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答
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【昼食（女性）】

【夕食（男性）】

【夕食（女性）】

61.8%

80.6%

83.2%

81.7%

89.5%

85.9%

83.4%

23.5%

13.4%

9.3%

8.7%

5.3%

7.7%

9.3%

8.8%

6.5%

6.1%
0.8%

3.2%

3.8%

5.9%

4.5%

0.9%
0.9%

2.3%
1.9%

2.1%

1.5%

2.6%

2.3%

1.3%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答

93.3%

83.3%

95.1%

90.2%

93.1%

90.4%

91.5%

5.0%

6.7%

1.6%

4.9%

1.1%

2.6%

3.2%

1.7%

10.0%

1.6%
1.2%

1.1%

4.4%

2.8%

1.6%

2.4%

3.4%

0.9%

1.6%

1.2%

1.1%

1.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答

79.4%

91.0%

91.6%

81.7%

94.0%

92.9%

89.9%

5.9%

7.5%

6.5%

8.7%

2.3%

1.9%

4.9%

5.9%

1.5%

1.9%

6.1%

1.5%

2.6%

2.9%

8.8%

0.9%

1.3%

1.0%

2.6%

2.3%

1.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

ほとんど毎日食べる 週4～5日食べる 週2～3日食べる ほとんど食べない 無回答
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問 12 ＜問 11（ア）朝食を「週に４～５日食べる」，「週に２～３日食べる」，「ほとんど食
べない」を選んだ方におたずねします。＞

朝食を食べるためには，どのようなことが必要だと思いますか。あてはまる番号をす
べて選んでください。

問 13 あなたは，健康のために体操や歩くなど定期的な運動を実践していますか。この中か
ら１つ選んでください。

問 14 あなたは，健康を維持するため（適正体重を維持するなど），自分に適した１食の量
とバランスがわかりますか。１つだけ選んでください。

21.4%

26.8%

24.6%

29.3%

33.3%

31.6%

17.5%

13.9%

15.2%

18.2%

18.8%

18.7%

12.7%

5.9%

8.7%

0.9%

1.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

よくわかる 少しわかる どちらともいえない あまりわからない 全くわからない 無回答

24.0%

24.0%

39.2%

8.0%

41.6%

9.6%

32.8%

12.0%

14.4%

17.6%

6.4%

8.0%

0.8%

33.3%

46.2%

39.4%

8.3%

53.8%

9.1%

32.6%

6.8%

10.6%

8.3%

2.3%

6.1%

1.5%

28.5%

35.4%

38.8%

8.1%

48.1%

9.6%

32.7%

9.6%

12.3%

12.7%

4.2%

6.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分で朝食を用意する手間がかからないこと

自分で朝食を用意する時間があること

朝早く起きられること

夕食や夜食を食べ過ぎていないこと

朝，食欲があること

ダイエットの必要がないこと

朝食を食べる習慣があること

朝食を食べるメリットを知っていること

夜遅くまで残業をするなど労働時間や環境に無理がないこ
と

家に朝食が用意されていること

外食やコンビニ等で手軽に朝食をとることができる環境が
あること

その他

無回答

男性 女性 全体

29.6% 5.7% 34.5% 17.0% 12.7% 0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践して半年以上継続している 実践しているが，半年未満である
時々実践しているが，継続的ではない 現在はしていないが，近いうちにしようと思っている
現在はしていないし，しようとも思わない 無回答
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問 15 生活習慣病予防のために，あなたは，ふだんから適正体重の維持や減塩などに気をつ
けた食生活を実践していますか。この中から１つ選んでください。

問 16 あなたはふだんゆっくりよくかんで食べていますか。この中から１つ選んでくださ
い。

問 17 あなたは，１日のすべての食事を１人で食べることはありますか。この中から１つ選
んでください。

問 18 新型コロナウイルス感染症の感染予防対策が十分にとられているという前提でお伺い
します。地域や所属コミュニティー（職場等を含む)での食事会等の機会があれば，あな
たは参加したいと思いますか。この中から１つ選んでください。

8.8%

13.2%

11.5%

41.5%

50.6%

46.8%

39.9%

32.8%

35.6%

9.4%

2.9%

5.6%

0.5%

0.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

いつも気をつけて実践している 気をつけて実践している
あまり気をつけて実践していない まったく気をつけて実践していない
無回答

6.9%

7.0%

7.2%

27.6%

36.2%

32.8%

44.5%

44.2%

44.0%

20.7%

12.1%

15.6%

0.2%

0.5%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

ゆっくりよくかんで食べている どちらかといえばゆっくりよくかんで食べている
どちらかといえばゆっくりよくかんで食べていない ゆっくりよくかんで食べていない
無回答

58.6% 6.8% 9.1% 7.4% 17.6% 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない 週に1日程度 週に2～3日 週に4～5日 ほとんど毎日 無回答

5.3% 20.6% 22.8% 28.8% 21.1% 1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答
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問 19 ＜問 18 で「とてもそう思う」，「そう思う」とお答えいただいた方におたずねしま
す。＞
新型コロナウイルス感染症の感染予防対策が十分にとられているという前提でお伺い

します。地域や所属コミュニティー（職場等を含む)での食事会等の機会があれば，あ
なたは参加したいと思いますか。この中から１つ選んでください。

問 20 ＜同居家族がいる方のみお答えください。＞
家族と一緒に食べることはどのくらいありますか。次の朝食，夕食それぞれについて

この中から１つずつ選んでください。

問 21 あなたはふだん，外食をするときや食品を購入するときに栄養成分表示を参考にして
いますか。この中から１つ選んでください。

（４）農林漁業体験について
問 22 これまで，あなた又はあなたの家族の中で，田植え（種まき），稲刈り，野菜の収穫

（家庭菜園含む），家畜の世話などの農林漁業体験に参加したことのある人はいます
か。この中から１つ選んでください。

30.2% 69.1% 0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加した 参加していない 無回答

50.4%

69.2%

6.3%

11.3%

8.5%

9.1%

5.8%

3.8%

25.1%

4.4%

4.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝食

夕食

ほとんど毎日食べる 週４～５日食べる 週２～３日食べる 週に１日程度 ほとんど食べない 無回答

60.5% 38.6% 0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

4.1%

10.4%

7.8%

28.8%

39.8%

35.1%

32.7%

29.2%

30.7%

32.9%

18.3%

24.4%

1.4%

2.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

いつもしている 時々している あまりしてない ほとんどしていない 無回答
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（５）食文化について

問 23 あなたは，郷土料理や伝統料理など，地域や家庭で受け継がれてきた料理や味，箸づ
かいなどの食べ方・作法を受け継いでいますか。この中から１つ選んでください。

問 24 ＜問 23 で「受け継いでいる」とお答えいただいた方におたずねします。＞
あなたが，郷土料理や伝統料理など，地域や家庭において受け継いできた料理や味，

箸づかいなどの食べ方・作法を地域や次世代（子供やお孫さんを含む）に対し，伝えて
いますか。この中から１つ選んでください。

（６）環境への配慮について

問 25 あなたは，日頃から環境に配慮した農林水産物・食品を選んでいますか。この中から
１つ選んでください。

（７）産地や生産者を意識することについて

問 26 あなたは産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいますか。この中から１
つ選んでください。

65.3% 32.7% 2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受け継いでいる 受け継いでいない 無回答

68.8% 28.0% 3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えている 伝えていない 無回答

13.0% 42.4% 29.8% 13.3% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている 時々している あまりしていない ほとんどしていない 無回答

17.1%

26.8%

22.6%

44.0%

50.7%

48.2%

22.4%

17.1%

19.1%

15.2%

4.7%

9.0%

1.4%

0.7%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

いつも選んでいる 時々選んでいる あまり選んでいない まったく選んでいない 無回答
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問 27 あなたは，ふだん食べる食材を選ぶ際，産地を意識して購入していますか。（ア）か
ら（エ）までの項目それぞれについて 1 つずつ選んでください。
（（ア）米を買う場合，（イ）野菜を買う場合，（ウ）肉（鶏・豚・牛）を買う場合，
（エ）上記以外の農畜産物や加工食品を買う場合または外食をする際）

（８）食品ロスについて

問 28 あなたは，「食品ロス」が問題となっていることを知っていますか。この中から１つ
選んでください。

問 29 あなたは，「食品ロス」を減らすために取り組んでいることはありますか。あてはま
る番号をすべて選んでください。

22.0%

8.5%

1.7%

0.8%

27.6%

22.9%

3.5%

2.4%

23.1%

28.5%

27.4%

12.4%

12.7%

25.8%

44.5%

49.0%

9.1%

11.5%

19.7%

30.7%

3.8%

0.8%

1.3%

1.3%

1.7%

2.0%

1.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ア）米

（イ）野菜

（ウ）肉

（エ）上記以外

なるべく旭川産 なるべく旭川及び近郊産 なるべく道内産 なるべく国内産 特に気にしない その他 無回答

60.5% 34.7%

2.5%

0.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている ある程度知っている あまり知らない まったく知らない 無回答

45.3%

69.4%

27.2%

63.2%

35.2%

64.2%

35.8%

13.2%

27.8%

5.7%

1.4%

1.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

料理を作り過ぎない

残さず食べる

残った料理を別の料理にリメイクする

冷凍保存を活用する

日頃から冷蔵庫等の食材の種類・量・期限表示を確認する

賞味期限を過ぎてもすぐに捨てるのではなく，自分で食べられるか判断する

小分け商品，少量パック商品，バラ売り等食べきれる量を購入する

商品棚の手前に並ぶ賞味期限の近い商品を購入する

飲食店等では注文し過ぎない

外食時に，小盛メニュー等希望に沿った量で料理を提供する店舗を選ぶ

その他

取り組んでいることはない

無回答
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（９）新型コロナウイルス感染症と食生活について

問 30 あなた自身の現在の食生活は，新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて変わりま
したか。（ア）から（ス）までの項目それぞれについて 1 つずつ選んでください。

11.1

27.3

35.2

13.9
2.7

6.9

8.7

11.2

18.2

9.4

17.8

10.0

9.8

80.3

64.6

61.9

69.7

9.0

73.0

74.8

25.3

70.0

79.2

68.5

73.0

83.1

2.1

1.8

0.9
4.7

1.7

9.0
2.1

0.8

2.5

0.4

0.5

1.9

1.3

4.3

4.6
0.5

8.0

83.3

7.4

10.7

58.8

6.5

8.1

9.5

11.6
3.7

2.2

1.7

1.5

3.7

3.3

3.8

3.8

3.9

2.7

2.9

3.7

3.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(ア)栄養バランスのとれた食事

(イ)自宅で料理を作る回数

(ウ)自宅で食事を食べる回数

(エ)家族で食事を食べる回数

(オ)オンラインを利用して家族や友人と食事を共にすること

(カ)おいしさや楽しさなど食を通じた精神的な豊かさ

(キ)地場産物の購入

(ク)通販（オンライン）を利用した食品購入

(ケ)食事作りに要する時間や労力

(コ)食品の安全性への不安

(サ)安定的な食糧供給への不安

(シ)食に関する情報の入手

(ス)規則正しい食生活リズム

増えた・広がった 変わらない 減った・狭まった もともとない 無回答
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対象者：20 歳から 79 歳の男女 3,200 人 有効回答：1,038 人（32.4％）

＜回答者の属性＞

１．目標とするＢＭＩの範囲の分布状況

【男性】

【女性】

全体

男女別 年代別

男性 女性
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

1,038 429 609 60 33 30 65 60 107 82 115 84 132 113 157

年齢（歳） 目標とする BMI（kg/㎡）

20～49 18.5～24.9
50～64 20.0～24.9
65 以上 21.5～24.9

令和３年度旭川市栄養調査結果（抜粋）４

5.0 

10.0 

3.3 

3.7 

19.1 

20.4 

11.7 

65.0 

56.7 

50.0 

50.0 

46.4 

46.0 

50.8 

30.0 

33.3 

46.7 

46.3 

34.5 

33.6 

37.5 

0 20 40 60 80 100 

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

範囲未満
範囲内
範囲以上

（％）

18.2 

10.8

15.0 

36.5 

32.6 

46.5 

30.7 

66.7 

75.4

68.2 

41.7 

50.0 

35.7 

51.6 

15.2 

13.8

16.8 

21.7 

17.4 

17.8 

17.7 

0 20 40 60 80 100 

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

全体

範囲未満
範囲以内

範囲以上

（％）
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２．食塩相当量（ナトリウム）の摂取量

３．野菜の摂取量

４．食事バランスガイドでの評価（調整値）

15.1 14.5 15.1 14.5 14.7 14.7

12.0 11.5 11.3 11.7 12.2 12.3

14.0 12.5 12.6 12.9 13.2 13.3

0

4

8

12

16

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

食塩摂取量の平均値（EER調整値，性・年齢階層別）

男性 女性 全体

（ｇ/日）

男性目標量

女性目標量

89 99 
70 

114 119 112 97 111 90 104 101 106 115 110 118 122 128 118 110 112 108 

149 
153 

89 

158 165 
155 

154 
166 

147 
155 151 159 161 

146 
171 181 182 181 

163 161 164 

238 
252 

159 

272 
284 

267 
251 

277 

237 
259 252 

265 276 
256 

289 
303 310 299 

273 273 272 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

全
体
男
性
女
性

野菜の摂取量（EER調整値，性別・年齢階層別比較）

緑黄色野菜 その他の野菜

20 歳代     30 歳代     40 歳代      50 歳 代     60 歳代      70 歳代       全体

（ｇ/日）

6.0 
5.0 

5.8 5.4 
4.5 4.4 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 主食
（調整値，男性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

4.1 4.0 3.8 3.5 3.3 3.0 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 主食
（調整値，女性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)
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4.7 
5.5 5.1 4.6 4.7 

5.6 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 副菜
（調整値，男性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

4.1 
4.8 4.4 4.8 5.3 5.5 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 副菜
（調整値，女性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

9.2 9.4 9.1 9.1 9.2 8.9 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 主菜
（調整値，男性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

7.7 7.6 7.7 7.9 
8.6 8.9 

0

2

4

6

8

10

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

2 

4 

6 

8 

10 

食事バランスガイド 主菜
（調整値，女性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

1.3 1.3 
1.1 

1.5 
2.0 2.0 

0

1

2

3

4

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

1 

2 

3 

4 

食事バランスガイド 牛乳・乳製品
（調整値，男性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

1.0 
1.4 1.5 1.6 1.8 1.9 

0

1

2

3

4

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

1 

2 

3 

4 

食事バランスガイド 牛乳・乳製品
（調整値，女性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

0.5 
0.7 0.7 0.8 1.3 1.4 

0

1

2

3

4

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

1 

2 

3 

4 

食事バランスガイド 果物
（調整値，女性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)

0.6 0.5 0.6 0.7 1.1 1.3 

0

1

2

3

4

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
0 

1 

2 

3 

4 

食事バランスガイド 果物
（調整値，男性・年齢階層別）

適量 平均値

(SV)
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（１）目的
国民が健全な心身を培い，豊かな人間性をはぐくむ食育を推進するため，食育に関

する施策を総合的かつ計画的に推進すること等を目的とする。

（２）関係者の責務
ア 食育の推進について，国，地方公共団体，教育関係者，農林漁業関係者，食品関連

事業者，国民等の責務を定める。
イ 政府は，毎年，食育の推進に関して講じた施策に関し，国会に報告書を提出する。

（３）食育推進基本計画の作成
ア 食育推進会議は，次の事項について食育推進基本計画を作成する。

・食育の推進に関する施策についての基本的な方針
・食育の推進の目標に関する事項
・国民等の行う自発的な食育推進活動等の総合的な促進に関する事項
・その他必要な事項

イ 都道府県は都道府県食育推進計画，市町村は市町村食育推進計画を作成するよう
努める。

（４）基本的施策
ア 家庭における食育の推進
イ 学校，保育所等における食育の推進
ウ 地域における食生活の改善のための取組の推進
エ 食育推進運動の展開
オ 生産者と消費者との交流の促進，環境と調和のとれた農林漁業の活性化等
カ 食文化の継承のための活動への支援等
キ 食品の安全性，栄養その他の食生活に関する調査，研究，情報の提供及び国際交流

の推進

（５）食育推進会議
ア 農林水産省に食育推進会議を置き，会長（農林水産大臣）及び委員（関係大臣，

有識者）25 人以内で組織する。
イ 都道府県に都道府県食育推進会議，市町村に市町村食育推進会議を置くことがで

きる。

食育基本法の概要５
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国では，令和３年 3 月に，それまでの食育に関する取組の成果や課題を踏まえ，令和３年度

から令和７年度までの概ね５年間を期間とする「第４次食育推進基本計画」を決定し，食育推

進に当たっての基本的な方針や目標を掲げるとともに，食育の総合的な促進に関する事項と

して取り組むべき施策等を提示しました。

第４次食育推進基本計画の概要は次のとおりです。

（１）重点課題

ア 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

イ 持続可能な食を支える食育の推進

l 食と環境の調和：環境の環（わ）

l 農林水産業や農山漁村を支える多様な主体とのつながりの深化：人の輪（わ）

l 日本の伝統的な和食文化の保護・継承：和食文化の和（わ）

ウ 「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進

（２）食育推進の目標（目標値：平成 32 年度までの達成を目指すもの）

ア 食育に関心を持っている国民を増やす

食育に関心を持っている国民の割合 ≪現状値≫83.2％ → ≪目標値≫90%以上

イ 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数を増やす

朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数

≪現状値≫週 9.6 回 → ≪目標値≫週 11 回以上

ウ 地域等で共食したいと思う人が共食する割合を増やす

地域等で共食したいと思う人が共食する割合

≪現状値≫70.7％ → ≪目標値≫75%以上

エ 朝食を欠食する国民を減らす

朝食を欠食する子供の割合 ≪現状値≫4.6％ → ≪目標値≫0％

朝食を欠食する若い世代の割合 ≪現状値≫21.5％ → ≪目標値≫15％以下

オ 学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす

栄養教諭による地場産物に係る食に関する指導の平均取組回数

≪現状値≫月 9.1％ → ≪目標値≫月 12 回以上

学校給食における地場産物を使用する割合（金額ベース）を現状値（令和元年度）から維

第４次食育推進基本計画の概要６
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持・向上した都道府県の割合 ≪現状値≫ － → ≪目標値≫90％以上

学校給食における国産食材を使用する割合（金額ベース）を現状値（令和元年度）から維

持・向上した都道府県の割合 ≪現状値≫ － → ≪目標値≫90％以上

カ 栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民を増やす

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている国民の割合

≪現状値≫36.4％ → ≪目標値≫50％以上

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている若い世代の

割合 ≪現状値≫27.4％ → ≪目標値≫40％以上

1 日当たりの食塩摂取量の平均値 ≪現状値≫10.1ｇ → ≪目標値≫8ｇ以下

1 日当たりの野菜摂取量の平均値 ≪現状値≫280.5ｇ → ≪目標値≫350ｇ以上

1 日当たりの果物摂取量 100g 未満の者の割合

≪現状値≫61.6％ → ≪目標値≫30％以下

キ 生活習慣病の予防や改善のために，ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけた

食生活を実践する国民を増やす

生活習慣病の予防や改善のために，ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけた

食生活を実践する国民の割合 ≪現状値≫64.3％ → ≪目標値≫75％以上

ク ゆっくりよく噛んで食べる国民を増やす

ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合≪現状値≫ 47.3％ → ≪目標値≫55％以上

ケ 食育の推進に関わるボランティアの数を増やす

食育の推進に関わるボランティア団体等において活動している国民の数

≪現状値≫36.2 万人 → ≪目標値≫37 万人以上

コ 農林漁業体験を経験した国民を増やす

農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合

≪現状値≫65.7％ → ≪目標値≫70％以上

サ 産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ国民を増やす

産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ国民の割合

≪現状値≫73.5％ → ≪目標値≫80％以上

シ 環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国民を増やす

環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国民の割合

≪現状値≫67.1％ → ≪目標値≫75％以上
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ス 食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民を増やす

食品ロス削減のために何らかの行動をしている国民の割合

≪現状値≫76.5％ → ≪目標値≫80％以上

セ 地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し，伝えている国民を増

やす

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し，伝えている国民の割

合 ≪現状値≫50.4％ → ≪目標値≫55％以上

郷土料理や伝統料理を月 1 回以上食べている国民の割合

≪現状値≫44.6％ → ≪目標値≫50％以上

ソ 食品の安全性について基礎的な知識を持ち，自ら判断する国民を増やす

食品の安全性について基礎的な知識を持ち，自ら判断する国民の割合

≪現状値≫75.2％ → ≪目標値≫80％以上

タ 推進計画を作成・実施している市町村を増やす

推進計画を作成・実施している市町村の割合

≪現状値≫87.5％ → ≪目標値≫100％

（３）食育の総合的な促進に関する事項

ア 家庭における食育の推進

イ 学校，保育所等における食育の推進

ウ 地域における食育の推進

エ 食育推進運動の展開

オ 生産者と消費者との交流促進，環境と調和のとれた農林漁業の活性化等

カ 食文化の継承のための活動への支援等

キ 食品の安全性，栄養その他の食生活に関する調査，研究，情報の提供及び国際交流の推

進

（４）食育の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項

ア 多様な関係者の連携・協働の強化

イ 地方公共団体による推進計画に基づく施策の促進とフォローアップ

ウ 積極的な情報提供と国民の意見等の把握

エ 推進状況の把握と効果等の評価及び財政措置の効率的・重点的運用

オ 基本計画の見直し
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（設置）

第１条 食育基本法（平成１７年法律第６３号）第３３条第１項の規定に基づき，旭川市食育

推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。

（所掌事務）

第２条 推進会議は，次に掲げる事務をつかさどる。

⑴ 旭川市食育推進計画を作成すること。

⑵ 前号に掲げるもののほか，食育の推進に関する基本的事項を調査審議すること。

（組織等）

第３条 推進会議は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する委員２０人以内をもって組織

する。

⑴ 学識経験者

⑵ 教育関係者

⑶ 児童福祉関係者

⑷ 消費者団体関係者

⑸ 農業関係者

⑹ 食品産業関係者

⑺ 保健医療衛生関係者

⑻ 市内に居住し，又は通勤し，若しくは通学する者であって，市長が行う公募に応じたも

の

⑼ その他市長が適当と認めた者

２ 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

３ 委員は，再任されることができる。

（会長及び副会長）

第４条 推進会議に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によりこれを定める。

２ 会長は，会務を総理し，推進会議を代表する。

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，その職務を代理する。

（会議）

第５条 推進会議の会議は，会長が招集する。

２ 推進会議は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。

３ 推進会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，会長の決するとこ

ろによる。

４ 推進会議は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求めて意見を聴き，又は関係者

に対し資料の提出を求めることができる。

（庶務）

旭川市食育推進会議条例（平成18年 3月 24日 条例第21号）７
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第６条 推進会議の庶務は，保健所において処理する。

（委任）

第７条 この条例に定めるもののほか，推進会議の運営に関し必要な事項は，会長が推進会議

に諮って定める。

附 則

この条例は，平成１８年４月１日から施行する。
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（１）旭川市食育推進会議委員名簿

№ 氏名 推 薦 団 体 等

1 赤 澤 ひより 市民公募

2 岩 﨑 安貴子  （公社）旭川民間保育所相互育成会

3 内 山 七 海 市民公募

4 大 里 寿 江  （公社）北海道栄養士会旭川支部

5 柿 木 和 恵 東鷹栖食品加工販売協議会

6 加 藤 広 章 旭川市小学校長会

7 川 邊 淳 子 北海道教育大学旭川校

8 岸 山 絵里子 旭川大学短期大学部

9 小 沼 隆 礼 旭川青果物生産出荷協議会

10 近 藤 良 子 旭川消費者協会

11 土 田 早 苗 旭川市小学校長会（栄養教諭）

12 成 田 美 貴 市民公募

13 藤 田 奈々子 北海道全調理師会旭川支部

14 山 下 晃 史 旭川食品加工協議会

15 吉 岡 忍 市民公募

16 渡 邊 直 子 生活協同組合コープさっぽろ旭川地区本部

旭川 旭川市食育推進会議委員名簿，食育推進関係部局会議構成員名簿８
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（２）旭川市食育推進関係部局会議構成員名簿

№ 氏 名 所 属

1 向 井 泰 子  保健所地域保健担当部長

2 上 林 宏 次  保健所次長（歯科医師）

3 主 藤 肇  保健所次長（保健総務課長）

4 渡 辺 顕 久  保健所次長（健康推進課長）

5 阿 保 理恵子  保健所 保健指導課長

6 尾 崎 誠 人  保健所 衛生検査課長

7 鳴 海 秀 一  福祉保険部 長寿社会課長

8 坂 本 剛  子育て支援部 こども育成課長

9 小 池 享 司  環境部 廃棄物政策課長

10 住 吉 俊 彦  経済部 産業振興課長

11 杉 山 利 勝  農政部 農業振興課長

12  学校教育部次長（教育指導課長）

13 佐 瀬 英 行  学校教育部 学校保健課長

14 谷 口 敦 哉  社会教育部次長（公民館事業課長）

事務局：保健所保健指導課
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索引 用語 用語説明

ア行 あさひかわ食の健康
づくり応援の店

栄養・健康情報の提供やメニューにエネルギー等の栄養成
分表示を行い，市民の健康的な食生活を応援している飲食店
等。併せて，健康に配慮した対応やメニューの提供も行って
いる。

ＳＤＧｓ
（えすでぃじーず）

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の
略で，2015 年の国連サミットで採択された，先進国を含む
2030 年までの国際社会全体の開発目標。17 のゴール（目標，
それぞれに対応するアイコンがある。）と 169 のターゲット
（下位目標）から構成されている。すべての関係者の役割を
重視し，地球上の「誰一人取り残さない」社会の実現を目指
して，経済・社会・環境を巡る広範囲な課題に統合的に取り
組むこととしている。

カ行 加工食品 品質保存，有効利用，安定供給を目的として，食品を調味
や加熱等したもののこと。栄養成分表示においては，業務用
加工食品か，それ以外の一般加工食品かによってルールが異
なる。

北のクリーン農産物
表示制度
（YES!clean）

道内で生産された農産物を対象に，農産物ごとに定められ
た化学肥料，化学合成農薬の削減など，一定の基準を満たし
た生産集団が生産・出荷する農産物に，マークと化学肥料等
の栽培情報を表示する北海道独自の制度。

共食
（きょうしょく）

家族等が食卓を囲んで一緒に食事をとりながらコミュニ
ケーションを図ること。

グリーン・ツーリズ
ム

農山漁村地域において自然，文化，人々との交流を楽しむ
滞在型の余暇活動。旭川市におけるグリーン・ツーリズムの
施設認定については，対象となる区域，施設の種類等が決ま
っている。

クリーン農業 堆肥等の有機物の施用などによる土づくりに努め，化学肥
料や化学合成農薬の使用を必要最小限にとどめるなど，農業
の自然循環機能を維持・増進させ，環境との調和に配慮した
安全・安心で品質の高い農産物の生産を進める農業。

旭川 用語説明９
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索引 用語 用語説明

カ行 子ども食堂 子どもが「自宅でも学校でもなく居場所と思えるような場
所」のひとつとして，子どもやその保護者に対し，無料又は
安価で食事を提供する場所。

共食の機会であることに加え，地域ぐるみでの子どもの見
守りや多世代交流の場としても機能している。

サ行 収去検査
（ し ゅ うき ょ け ん
さ）

国が定める基準に違反していないかを確認するため，保健
所が，食品関係施設から必要最小限の検体を採取して行う検
査。

消費期限 未開封かつ記載された保存方法を守った上での，「安全に
食べられる」期限。急速に傷みやすい食品（惣菜，食肉，生
菓子等）に表示される。年月日で表示。

賞味期限 未開封かつ記載された保存方法を守った上での，「おいし
く食べられる」期限。期限を超えた直後に安全性まで損なわ
れるとは限らないため，期限後でもまだ食べられるかは消費
者が判断することとなる。比較的傷みにくい食品（乾麺，ス
ナック菓子等）に表示される。年月日で表示するが，製造日
から期限までが３か月以上ある食品の場合は，年月のみの表
示も可。

なお，長期間保存しても品質の変化がごく少ない一部の食
品（食塩，砂糖，アイスクリーム類等）は，賞味期限の表示
を省略することが可能。

３Ｒ
（すりーあーる）

リデュース（Reduce：廃棄物の発生抑制），リユース
（Reuse：再使用），リサイクル（Recycle：再生利用）から
なる，循環型社会を目指した廃棄物対策の取組。これらにリ
フュース（Refuse：不要品を買わない，断る）を加えて４Ｒ
とする場合もある。

タ行 地産地消
（ちさんちしょう）

「地域で生産された物をその地域で消費すること」を基本
とした活動。新鮮な食材の提供・入手に繋がるほか，直売所
等を通じた生産者と消費者の信頼関係の構築やニーズの把
握，輸送にかかる環境負荷の軽減，「食」や「農」について
の理解の促進等が期待される。

都市農村交流人口 農業体験等で農村地域を訪れる都市住民の数のこと。

ナ行 中食
（なかしょく）

惣菜，デリバリーなどを利用し，家庭外で調理・加工され
たものを家庭や職場などで食べること。
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索引 用語 用語説明

ハ行 ＨＡＣＣＰ
（ハサップ）

衛生管理の手法で，Hazard Analysis and Critical Control
Point の略。
事業者自らが，食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザ
ード）を把握した上で，原材料入荷から製品出荷までの全工
程の中で，それらの要因を除去・低減させるため特に重要な
工程を管理し，製品の安全性を確保しようとするもの。

ピクトグラム 情報や注意などを単純な絵，図形などで示す案内記号のこ
と。。

ＰＤＣＡサイクル Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（又
は Act，改善）→改善内容を踏まえて再度，計画→実
行･･････，という一連のプロセスを繰り返しながら内容の向
上を図る手法のこと。。

フレイル 食料の総輸送量と距離をかけ合わせた指標で，食料の輸送
による環境負荷の把握等に役立てられる。

フードマイレージ リデュース（Reduce：廃棄物の発生抑制），リユース
（Reuse：再使用），リサイクル（Recycle：再生利用）から
なる，循環型社会を目指した廃棄物対策の取組。これらにリ
フュース（Refuse：不要品を買わない，断る）を加えて４Ｒ
とする場合もある。

マ行 未利用食品 本来食べられる状態であるにも関わらず，規格外品，過剰
生産，給食・イベント等の中止などの理由で，持ち主が利用
できない食品のこと。

ラ行 リスクコミュニケー
ション
（意見交換会）

リスク分析の全過程において，リスク評価者，リスク管理
者，消費者，事業者，研究者，その他関係者間で，情報や意
見を互いに交換すること。


